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総　　合

●
職
種
・
募
集
人
員

　

任
期
付
職
員
（
学
芸
員
）　

１
名

●
採
用
予
定　

平
成
24
年
４
月
１
日

●
受
験
資
格

　
現
に
学
芸
員
の
資
格
を
有
す
る
お
お
む

　

ね
35
歳
ま
で
の
方
で
、
日
本
史
の
原
始

　

〜
古
代
に
詳
し
い
方

●
受
験
資
格
の
な
い
方　

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

•
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方

•
成
年
被
後
見
人
ま
た
は
被
保
佐
人
の
方

•
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執

　

行
を
終
わ
る
ま
で
ま
た
は
そ
の
執
行
を

　

受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
方

•
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に
お
い
て
、

　

日
本
国
憲
法
ま
た
は
そ
の
下
に
成
立
し

　

た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主

　

張
す
る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し
、

　

ま
た
は
こ
れ
に
加
入
し
た
方

●
勤
務
場
所　

現
在
の
「
栃
木
県
立
な
す

　

風
土
記
の
丘
資
料
館
湯
津
上
館
」

　
（
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
大
田
原
市

　

に
移
管
の
予
定
）

●
勤
務
内
容　

大
田
原
市
の
遺
跡
、
歴
史

　

資
料
、
民
俗
資
料
等
の
展
示
、
調
査

●
給
与
等　

給
与
関
係
条
例
に
基
づ
き
給

　

料
お
よ
び
通
勤
手
当
、
期
末
手
当
、
勤

　

勉
手
当
等
を
支
給

●
申
込
方
法　

　

次
の
①
〜
⑥
の
書
類
を
総
務
課
人
事
研

　

修
係
に
直
接
ま
た
は
郵
送
で
提
出

①
任
期
付
職
員
採
用
申
込
書
（
写
真
添
付
・

　

市
指
定
様
式
）

②
履
歴
書
（
写
真
添
付
・
市
指
定
様
式
）

③
受
験
票
（
写
真
添
付
・
市
指
定
様
式
）

④
研
究
実
績
書
（
様
式
任
意
）（
原
始
〜
古

　

代
に
関
す
る
研
究
論
文
の
写
し
、
作
成

　

図
録
な
ど
）

⑤
最
終
学
歴
証
明
書
（
卒
業
証
明
書
、
卒

　

業
証
書
の
写
し
な
ど
）

⑥
学
芸
員
資
格
取
得
証
明
書
ま
た
は
そ
れ

　

に
準
ず
る
書
類

※
添
付
す
る
写
真
に
つ
い
て

・
申
込
前
３
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の

・
帽
子
を
と
っ
て
正
面
か
ら
上
半
身
を
写

　

し
た
も
の
で
本
人
と
確
認
で
き
る
も
の

・
縦
４
㎝
、
横
３
㎝
と
し
、
３
枚
と
も
同

　

一
の
も
の

●
申
込
受
付
期
間　

12
月
１
日
（
木
）〜

　

15
日
（
木
）（
受
付
時
間
土
・
日
を
除
く

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
12
月
15
日
（
木
）ま
で

　

の
消
印
有
効
。

●
申
込
書
類
の
配
布
　
総
務
課
人
事
研
修

　

係
（
総
合
文
化
会
館
１
階
）で
配
布
す
る

　

ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
様

　

式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
選
考
方
法　

書
類
選
考
の
う
え
、
選
考

　

さ
れ
た
方
を
対
象
に
、
平
成
24
年
１
月

　

中
旬
に
面
接
試
験
を
実
施
。
試
験
日
程

　

な
ど
の
詳
細
は
選
考
さ
れ
た
方
に
対
し

　

個
別
に
通
知
。

■
郵
送
先
・
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
総
合
政
策
部
総
務
課
人
事
研
修
係

　
　

〒
３
２
４
‐
８
６
４
１

　
　

大
田
原
市
本
町
１
‐
４
‐
１

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
２

　
　
　

 http://w
w
w
.city.ohtaw

ara.

　
　
　

 tochigi.jp/

　

保
育
園
待
機
児
童
の
解
消
の
た
め
に
、

保
育
園
か
ら
幼
稚
園
に
転
園
し
た
児
童
に

対
す
る
補
助
制
度
が
10
月
１
日
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
０
歳
か
ら
３
歳
児
の
待
機

児
童
の
解
消
と
保
育
の
充
実
の
た
め
、
来

年
４
月
１
日
以
降
の
か
ね
だ
保
育
園
の
新

規
入
園
児
童
に
つ
い
て
は
、
０
歳
か
ら
３

歳
児
ま
で
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

こ
の
制
度
の
施
行
に
よ
る
待
機
児
童
の
解

消
の
状
況
を
見
る
こ
と
と
し
、
当
面
の
間

は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
に
０
歳
か
ら
５
歳

ま
で
を
受
け
入
れ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　

こ
ど
も
課
保
育
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
６
９

　

市
で
は
、
今
月
か
ら
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の

緊
急
速
報
「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」を
利
用
し
て
、

災
害
時
の
情
報
提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」と
は
、
気
象
庁
が
配

信
す
る
緊
急
地
震
速
報
や
、
市
が
配
信
す

る
災
害
・
避
難
情
報
を
、
災
害
発
生
時
に

大
田
原
市
エ
リ
ア
内
に
い
る
方
を
対
象
に

配
信
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

●
配
信
内
容

　

緊
急
地
震
速
報
（
気
象
庁
）、
避
難
準
備

　

情
報
、
避
難
勧
告
、
避
難
指
示
、
警
戒

　

区
域
情
報
、
噴
火
警
報
、
指
定
河
川
洪

　

水
警
報
、
土
砂
災
害
警
戒
情
報
な
ど
緊

　

急
性
の
高
い
情
報

●
受
信
で
き
る
携
帯
電
話

　

大
田
原
市
エ
リ
ア
内
で
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ

　

モ
「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」対
応
機
種
で
あ
り
、

　

受
信
設
定
が
「
利
用
す
る
」に
な
っ
て

　

い
る
こ
と
。
対
応
機
種
に
つ
い
て
は
、

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（ h

ttp
:

　

//w
w
w
.nttdocom

o.co.jp/service/

　

safety/aream
ail/

）で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
以
外
の
携
帯
電
話
会
社

　

で
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
場
合

　

は
、
順
次
導
入
を
検
討
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
総
務
防
災
係

　
　
　
（
２
３
）１
１
１
１

任
期
付
職
員
（
学
芸
員
）
募
集

任
期
付
職
員
（
学
芸
員
）
募
集

緊
急
速
報
エ
リ
ア
メ
ー
ル
の
配
信

を
開
始
し
ま
し
た

緊
急
速
報
エ
リ
ア
メ
ー
ル
の
配
信

を
開
始
し
ま
し
た

か
ね
だ
保
育
園
の
年
齢
制
限
付
き

保
育
の
変
更
に
つ
い
て

か
ね
だ
保
育
園
の
年
齢
制
限
付
き

保
育
の
変
更
に
つ
い
て
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晩
秋
の
那
須
野
路
を
走
る
第
24
回
大
田
原
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、
11

月
23
日
（
水
・
勤
労
感
謝
の
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。マ
ラ
ソ
ン
の
部

で
は
、
24
名
の
選
手
を
招
待
し
、
エ
ン
ト
リ
ー
は
昨
年
度
よ
り
１
４

０
名
も
上
回
り
４
５
０
０
名
を
超
え
、
大
会
史
上
最
多
と
な
り
ま
し

た
。皆
様
に
は
沿
道
か
ら
の
温
か
い
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。当

日
は
コ
ー
ス
周
辺
で
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、ご
理
解
、ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係　
（
２
２
）８
０
１
７

第
24
回
大
田
原
マ
ラ
ソ
ン
大
会

11
月
23
日（
水
・
勤
労
感
謝
の
日
）開
催

第
24
回
大
田
原
マ
ラ
ソ
ン
大
会

11
月
23
日（
水
・
勤
労
感
謝
の
日
）開
催

コースおよび交通規制案内図

※
※

※

スペシャル

仮設トイレ

ゼネラル
スポンジ

借用トイレ※

給水地点

美原公園
陸上競技場
美原公園
陸上競技場

実取実取

小種島大橋

箒川

※※

大田原女子
高等学校

国際医療福祉大学

内環状南大通り線(通称331号線)内環状南大通り線(通称331号線)
10kmコース
折り返し点
10kmコース
折り返し点

マラソンコース
折り返し点
マラソンコース
折り返し点

ライスライン

中間点中間点

スタート
フィニッシュ

400

461

294

40km

５km

10km

15km
20km

25km

30km

交通規制

35km

コース

を
マラソン(ｽﾀｰﾄ10:00)
10km(ｽﾀｰﾄ10:40)

湯
津
上
小
学
校

佐
良
土
小
学
校

蛭
田
小
学
校

福
原
小
学
校

親
園
小
学
校

小種島大橋

箒川

大田原女子
高等学校

国際医療福祉大学

ライスライン

湯
津
上
小
学
校

佐
良
土
小
学
校

蛭
田
小
学
校

福
原
小
学
校

親
園
小
学
校

小種島大橋

箒川

大田原女子
高等学校

国際医療福祉大学

ライスライン

湯
津
上
小
学
校

佐
良
土
小
学
校

蛭
田
小
学
校

福
原
小
学
校

親
園
小
学
校

51
52
53
54
55
56
57

志垣めぐみ（37）旭化成ﾒﾃﾞｨｶﾙ
馬目　　綾（29）（医）社団友志会
大内　唯衣（23）ﾉｰﾘﾂ
赤川　香織（29）ｽｽﾞｷ浜松AC
内田　美穂（20）上武大学
田辺　美代（37）AC  KITA
大後  みどり（46）ｱﾐﾉﾊ゙ ｲﾀﾙAC

招待選手（氏名左の数字はナンバーカード）

１
２
３
４
５
６
７

８
９
10
11
12
13
14
15

渡辺　史侑（28）旭化成川崎
伊藤　達志（26）JAなすの
河合　祐介（29）柳河精機
福島　慎也（23）愛三工業
舩越　大輔（27）愛三工業
鈴木　伸司（29）愛三工業
マイナ  ディション  カルクワ
　　　　　（20）愛三工業
佐藤　　匠（25）NTN
飛坂　篤恭（24）NTN
小島　康彰（25）SUBARU
浅羽　慶彦（30）ﾄｰｴﾈｯｸ
島崎　　真（32）ﾄｰｴﾈｯｸ
篠原　辰己（25）東京陸協
王滝　将弘（21）上武大学
藤田　　守（43）日本郵政

●マラソン男子（15名） ●マラソン女子（７名）

●10ｋｍ男子の部（29歳以下）
21 中田　剛司（22）柳河精機
●10ｋｍ女子の部（39歳以下）
81 町田　祐子（31）飯能市陸協
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今
回
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
教
育
委
員
会
の

事
務
事
業
の
紹
介
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

　

第
１
回
は
、
小
中
学
校
の
再
編
整
備
に

つ
い
て
で
す
。

　

広
報
お
お
た
わ
ら
10
月
15
日
号
で
小
中

学
校
の
再
編
整
備
に
つ
い
て
、
検
討
を
始

め
る
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
を
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
川
西
地
区
お

よ
び
黒
羽
地
区
を
対
象
に
７
月
か
ら
９
月

に
か
け
て
実
施
し
た
３
種
類
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
か
ら
、
両
地
区
の
小
学
校
再
編
整

備
の
課
題
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　

７
月
に
川
西
地
区
の
川
西
、
蜂
巣
、
寒

井
の
３
小
学
校
お
よ
び
黒
羽
地
区
の
黒
羽
、

片
田
の
２
小
学
校
の
保
護
者
を
対
象
と
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
小
学
校
の
統
廃
合
に
賛
成
か

反
対
か
、
賛
成
の
場
合
は
統
廃
合
の
組
み

合
わ
せ
、
統
廃
合
後
の
小
学
校
の
場
所
、

い
つ
統
廃
合
を
す
る
か
な
ど
で
し
た
。

　

３
校
で
の
回
収
率
は
86
％
で
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
賛
成
が
59
％
、
反
対
が
35
％
、

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
が
６
％
と
い
う
結

果
で
し
た
。
賛
成
者
の
う
ち
、
91
％
が
数

年
以
内
に
統
合
を
行
い
、
80
％
が
川
西
、

蜂
巣
、
寒
井
の
３
校
の
組
み
合
わ
せ
で
、

57
％
が
今
の
川
西
小
を
統
合
後
の
小
学
校

と
す
る
と
の
意
向
で
し
た
。

　

一
方
、
反
対
者
の
意
見
は
、
少
人
数
の

方
が
落
ち
着
い
て
学
校
生
活
が
送
れ
る
、

学
校
ま
で
の
距
離
が
遠
く
な
る
、
バ
ス
が

使
え
て
も
時
間
が
制
約
さ
れ
る
な
ど
が
そ

の
理
由
で
し
た
。

　

２
校
で
の
回
収
率
は
93
％
で
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
賛
成
が
64
％
、
反
対
が
26
％
、

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
が
10
％
と
い
う
結

果
で
し
た
が
、
特
に
片
田
小
学
校
だ
け
を

み
る
と
、
賛
成
が
46
％
、
反
対
が
42
％
と

そ
の
差
は
わ
ず
か
で
し
た
。
２
校
の
賛
成

者
の
う
ち
、
96
％
が
数
年
以
内
に
統
合
を

行
い
、
83
％
が
黒
羽
、
片
田
２
校
の
組
み

合
わ
せ
で
、
84
％
が
今
の
黒
羽
小
を
統
合

後
の
小
学
校
と
す
る
と
の
結
果
で
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
に
は
、
こ
の
２
校
で
も

ま
だ
少
な
い
の
で
、
さ
ら
に
大
き
な
統
合

を
検
討
す
べ
き
と
の
意
見
も
８
件
あ
り
ま

し
た
。

　

反
対
者
の
意
見
は
、
川
西
地
区
と
同
様
、

少
人
数
の
方
が
落
ち
着
い
て
学
校
生
活
が

送
れ
る
、
学
校
ま
で
の
距
離
が
遠
く
な
る

な
ど
の
理
由
で
し
た
が
、
統
合
に
は
良
い

面
と
悪
い
面
が
あ
る
、
強
く
反
対
で
は
な

い
な
ど
の
意
見
も
あ
り
、
保
護
者
の
皆
様

に
と
っ
て
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

　

８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
、
川
西
地
区

と
黒
羽
地
区
の
自
治
会
長
の
皆
様
に
も
同

様
の
内
容
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
ま

し
た
。
ま
た
、
黒
羽
幼
稚
園
、
明
星
館
幼

稚
園
、
く
ろ
ば
ね
保
育
園
の
保
護
者
の
皆

さ
ま
に
も
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

15
の
自
治
会
長
の
す
べ
て
か
ら
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

　

す
べ
て
の
自
治
会
長
が
川
西
地
区
３
校

が
統
合
す
る
こ
と
に
賛
成
で
、
数
年
以
内

に
統
合
し
、
統
合
後
の
小
学
校
を
川
西
小

学
校
と
す
る
回
答
が
85
％
で
し
た
。

　

幼
稚
園
、
保
育
園
の
保
護
者
の
皆
さ
ま

に
つ
い
て
は
、
小
学
校
の
保
護
者
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
が
、
や
や

賛
成
率
が
上
回
り
、
統
合
の
時
期
、
統
合

の
組
み
合
わ
せ
、
統
合
後
の
小
学
校
の
場

所
に
つ
い
て
の
回
答
が
小
学
校
の
保
護
者

ほ
ど
意
見
が
多
様
で
は
な
い
こ
と
が
特
徴

で
、
統
廃
合
に
関
し
て
保
護
者
は
ほ
ぼ
同

様
の
考
え
方
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

13
の
自
治
会
長
の
う
ち
11
自
治
会
長
か

ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

内
訳
は
、
９
名
が
賛
成
で
２
名
が
反
対

で
し
た
。
賛
成
者
の
全
員
が
数
年
以
内
に

２
校
で
統
合
し
、
７
名
が
黒
羽
小
学
校
を

統
合
後
の
小
学
校
と
し
て
使
用
す
る
と
す

る
回
答
で
し
た
。

　

幼
稚
園
、
保
育
園
の
保
護
者
の
皆
様
に

つ
い
て
は
、
小
学
校
の
保
護
者
の
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
よ
り
も
一
段
と
賛
成
が
多
く
、

若
い
世
代
ほ
ど
少
子
化
へ
の
懸
念
が
大
き

い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
統
合
の
時
期
、

統
合
の
組
み
合
わ
せ
、
統
合
後
の
小
学
校

の
場
所
に
つ
い
て
の
回
答
が
小
学
校
の
保

護
者
ほ
ど
分
散
し
な
い
こ
と
は
、
川
西
地

区
と
同
じ
で
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
は
賛
成
者
が
多

く
、
反
対
者
で
も
強
く
反
対
す
る
も
の
で

は
な
い
な
ど
、
お
お
む
ね
旧
黒
羽
町
時
代

の
方
向
性
が
浸
透
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

学
校
の
運
営
に
は
地
域
の
協
力
が
不
可

欠
で
す
の
で
、
今
後
は
地
域
の
皆
さ
ま
の

ご
意
見
を
お
伺
い
す
る
機
会
を
設
け
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

川
西
、
黒
羽
地
区
の
小
学
校
の
再
編
に

つ
い
て
は
、
旧
黒
羽
町
時
代
に
示
さ
れ
た

方
向
性
、
大
田
原
市
小
中
学
校
適
正
配
置

検
討
委
員
会
の
提
言
書
、
今
回
の
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
を
総
括
し
た
う
え
で
、
６
名
の

教
育
委
員
で
協
議
し
、
関
係
者
と
十
分
に

協
議
し
な
が
ら
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と

を
確
認
い
た
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
統
合
あ
り
き
の
議
論
で
は
重

要
な
課
題
を
見
失
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

時
期
を
定
め
る
こ
と
で
議
論
が
深
ま
り
、

具
体
的
な
内
容
が
検
討
で
き
る
段
階
に
達

し
た
と
き
が
時
期
を
議
論
す
る
環
境
が
整

っ
た
と
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
総
務
課
学
校
再
編
整
備
担
当

　
　
　
（
９
８
）７
１
１
１

教
育
委
員
会
だ
よ
り  

①

教
育
委
員
会
だ
よ
り  

①

小
学
校
の
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト

 

川
西
地
区

黒
羽
地
区

 

黒
羽
地
区

 

賛
成
、
反
対

 

教
育
委
員
会
の
考
え
方

統
廃
合
の
実
施
時
期

自
治
会
長
、
幼
稚
園
・
保
育
園
保

護
者
ア
ン
ケ
ー
ト

 

川
西
地
区

川
西
地
区
、
黒
羽
地
区
の
小
学
校

の
再
編
整
備
の
課
題
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10
月
12
日（
水
）、県
北
体
育
館
の
メ
イ
ン

ア
リ
ー
ナ
で
、
第
５
回
大
田
原
市
小
中
学

校
将
棋
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
市
内
の
小
中
学
校
の
児

童
生
徒
が
一
堂
に
集
っ
て
親
善
を
図
り
、

礼
儀
を
重
ん
じ
る
将
棋
を
通
じ
て
情
操
教

育
の
一
助
と
す
る
た
め
、
平
成
19
年
度
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

大
会
形
式
は
、
小
学
校
３
年
生
以
下
の

部
か
ら
中
学
校
３
年
生
の
部
ま
で
の
「
個

人
戦
」と
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
進
出
者

や
リ
ー
グ
戦
の
勝
者
に
与
え
ら
れ
る
点
数

の
合
計
な
ど
か
ら
成
績
優
秀
校
が
決
定
さ

れ
る
「
対
校
戦
」
か
ら
な
っ
て
お
り
、
小
中

学
生
総
勢
２
０
８
名
に
よ
る
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

リ
ー
グ
戦
は
１
対
局
20
分
、
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
戦
は
小
学
校
３
年
生
以
下
の
部

か
ら
中
学
２
年
生
の
部
ま
で
は
１
対
局
30

分
、
中
学
校
３
年
生
の
部
は
、
対
局
時
計
を

使
用
し
、持
ち
時
間
15
分
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、小
学
校
６
年
生
の
部
の
準
決
勝
と

中
学
校
３
年
生
の
部
の
決
勝
戦
で
は
プ
ロ

棋
士
に
よ
る
大
盤
解
説
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。　

　
（
敬
称
略
）

【
小
学
校
の
部
】

○
第
３
学
年
以
下

　

優　

勝　

大
島　

陸（
大
田
原
小
）

　

準
優
勝　

眞
壁
慎
乃
介（
大
田
原
小
）

　

第
３
位　

室
井　

和（
西
原
小
）

　
　
　
　
　

小
池　

旬（
川
西
小
）

○
第
４
学
年

　

優　

勝　

堀
川
龍
生（
紫
塚
小
）

　

準
優
勝　

稲
村
翔
太（
大
田
原
小
）

　

第
３
位　

藤
田
大
空（
大
田
原
小
）

　
　
　
　
　

一
刈
敦
太（
金
丸
小
）

○
第
５
学
年

　

優　

勝　

唐
橋
真
人（
石
上
小
）

　

準
優
勝　

川
上
凌
平（
大
田
原
小
）

　

第
３
位　

山
﨑　

陸（
佐
久
山
小
）

　
　
　
　
　

甲
斐
上　

聖（
薄
葉
小
）

○
第
６
学
年

　

優　

勝　

後
藤
佑
一
朗（
市
野
沢
小
）

　

準
優
勝　

大
野
卓
也（
市
野
沢
小
））

　

第
３
位　

海
野
高
志（
西
原
小
）

　
　
　
　
　

甲
谷　

充（
西
原
小
）

【
中
学
校
の
部
】

○
第
１
学
年

　

優　

勝　

小
林
智
晴（
大
田
原
中
）

　

準
優
勝　

大
熊
優
太（
大
田
原
中
）

　

第
３
位　

益
子
拓
真（
黒
羽
中
）

　
　
　
　
　

羽
川　

愛（
大
田
原
中
）

○
第
２
学
年

　

優　

勝　

羽
根
宏
思（
若
草
中
）

　

準
優
勝　

白
井
智
仁（
大
田
原
中
）

　

第
３
位　

大
島
優
輝（
若
草
中
）

　
　
　
　
　

伊
藤
貴
大（
金
田
南
中
）

○
第
３
学
年

　

優　

勝　

海
野
秀
次（
大
田
原
中
）

　

準
優
勝　

樺
澤
広
之（
大
田
原
中
）

　

第
３
位　

神
田
拓
海（
大
田
原
中
）

　
　
　
　
　

國
井
修
一（
若
草
中
）

【
小
学
校
の
部
】

　

優　

勝　

大
田
原
小
学
校

　

準
優
勝　

市
野
沢
小
学
校

　

第
３
位　

石
上
小
学
校

【
中
学
校
の
部
】

　

優　

勝　

大
田
原
中
学
校

　

準
優
勝　

若
草
中
学
校

　

第
３
位　

金
田
南
中
学
校

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
総
務
課
施
設
係

　
　
　
（
９
８
）７
１
１
２

　

震
災
に
よ
り
休
業
し
て
い
ま
し
た
「
レ

ス
ト
ラ
ン
牧
場
」が
、
装
い
も
新
た
に
帰
っ

て
き
ま
し
た
。

●
営
業
時
間　

午
前
11
時
〜
午
後
２
時

●
営
業
日　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

●
メ
ニ
ュ
ー

　

あ
っ
さ
り
醤
油
ラ
ー
メ
ン
・
5
0
0
円

　

角
煮
ラ
ー
メ
ン
・
・
・
・
・
7
0
0
円

　

玉
ね
ぎ
ラ
ー
メ
ン
・
・
・
・
5
5
0
円

　

か
ら
揚
げ
定
食
・
・
・
・
・
5
0
0
円

　

ハ
ン
バ
ー
グ
定
食
・
・
・
・
6
5
0
円

　

豚
ス
テ
ー
キ
定
食
・
・
・
・
7
0
0
円

■
問
い
合
わ
せ

　

レ
ス
ト
ラ
ン
牧
場

　
　
　
（
４
８
）７
０
４
１

　

10
月
10
日（
月
）、
千
成
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

で
87
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

【
結
果
】

○
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス（
男
性
）　

渡
辺
健
雄　

72

○
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス（
女
性
）　

芦
田　

緑　

84

■
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
　
（
２
２
）８
０
１
７

各学年の個人戦優勝者の皆さん

レ
ス
ト
ラ
ン
牧
場

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

第
34
回
大
田
原
市
民

芭
蕉
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
結
果

順位
優勝
２位
３位
４位
５位
６位
７位
８位
９位
10位

氏　名
深沢　昌幸
益子　隆雄
伊藤　一郎
丹波　　勇
古森　賢寿
菊地　和明
熊田　勝良
平山　定光
小野崎　隆
檜山　　操

グロス
78
77
74
74
80
78
78
82
81
81

ネット
70.8
71.8
71.6
71.6
71.6
72.0
72.0
72.4
72.6
72.6

将
棋
で
親
善
、
情
操
教
育
の
一
助
に

　
第
５
回
大
田
原
市
小
中
学
校
将
棋
大
会

個
人
戦
の
部

対
校
戦
の
部



　透き通った冬空の下に輝く美しいイルミネーシ
ョンは、私たちの目を楽しませ、心を和ませてく
れます。
　例年、大田原市の冬の名物としてイルミネーシ
ョンコンテストを皆さまにお楽しみいただいてお
りますが、今年は東日本大震災を受けて節電を考
慮した上で開催します。
　コンテストでは、節電のための工夫を審査対象
に加え、イルミネーションの規模ではなく、テー
マ・コンセプトなどの表現を重視した審査を行い
ますので、飾り付けが初めての皆さまも奮ってご
参加ください。

●受付期間　11月７日(月)～11月21日(月)
●点灯期間　12月１日(木)～12月31日(土)
●賞について
　★金賞  １本  賞状･副賞(市子育てチケット５万円分)
　★銀賞  ２本  賞状･副賞(　　　〃　　　３万円分)
　★銅賞  ５本  賞状･副賞(　　　〃　　　１万円分)
　★佳作  10本  賞状･副賞(　　　〃　　　5000円分)
　その他、特別賞・参加賞あり。
●参加資格　市内在住の団体、法人、個人
●申込方法　指定の申込書にイルミネーション
　を撮影した写真(プリンターで印刷したものも
　可)を添えて、商工観光課、観光交流センター
　(黒羽庁舎内)、湯津上支所総合窓口課のいず

　れかにお申し込みください。
　※写真撮影ができない場合は事務局で写真を
　　撮影しますのでご連絡ください。
　※市ホームページから電子メール (syoukou@
　　city.ohtawara.tichigi.jp) で申し込むこともで
　　きます。
●審  査  日　11 月 25 日(金)
●審査方法　第１次審査　写真審査
　　　　　　第２次審査　市が委嘱する審査員が
　　　　　　現地を回り、各賞を決定。
●結果発表　各賞受賞者に個別に通知。上位入
　賞者の作品は、広報おおたわら１月１日号に
　写真を掲載。また、申込者の氏名と設置場所
　を案内するマップを広報おおたわら 12 月 15
　日号に掲載予定。
●注意事項　屋内の飾り付けは審査対象になり
　ません。

■申し込み・問い合わせ
　商工観光課商業振興係
　　　（２３)８７０９

第10回イルミネーションコンテスト参加者募集第10回イルミネーションコンテスト参加者募集第10回イルミネーションコンテスト参加者募集
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昨年のハーモニーホール

　

今
年
は
台
風
が
次
々
に
発
生
し
、
各
地

に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

特
に
台
風
12
号
で
は
住
宅
地
で
の
床

下
・
床
上
浸
水
、
土
砂
崩
れ
、
道
路
の
損
壊
、

河
川
の
増
水
な
ど
が
発
生
し
ま
し
た
。
一

部
の
地
区
で
は
自
主
的
に
避
難
す
る
な
ど

警
戒
体
制
が
続
き
ま
し
た
。

　

11
月
に
入
り
よ
う
や
く
風
水
害
の
季
節

は
過
ぎ
ま
し
た
が
、
時
々
体
に
感
じ
る
地

震
も
ま
だ
ま
だ
続
い
て
い
ま
す
。

　

災
害
は
時
と
場
所
を
選
ば
ず
や
っ
て
き

ま
す
。
こ
れ
か
ら
冬

を
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
、「
非
常
持
ち
出

し
品
」の
再
チ
ェ
ッ

ク
と
寒
さ
へ
の
対
策

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
非
常
持
ち
出
し
品

①
非
常
食　

ア
ル
フ
ァ
米
、
保
存
の
で
き

　

る
パ
ン
、
缶
詰
な
ど

②
飲
料
水　

一
人
1
日
３
リ
ッ
ト
ル
が
目

　

安
③
携
帯
ラ
ジ
オ　

Ａ
Ｍ
・
Ｆ
Ｍ
両
方
聴
け

　

る
も
の　

予
備
の
電
池
も
忘
れ
ず
に

④
懐
中
電
灯　

予
備
の
電
池
も
忘
れ
ず
に

⑤
医
薬
品　

傷
薬
、
胃
腸
薬
、
包
帯
、
処

　

方
箋
の
コ
ピ
ー

⑥
貴
重
品　

保
険
証
、
印
鑑
、
預
金
通
帳

　

な
ど

⑦
衣
類　

下
着
、
上
着
、
タ
オ
ル
、
防
寒

　

着
、
手
袋
、
靴
下

⑧
生
活
用
品　

ラ
イ
タ
ー
、
ナ
イ
フ
、
衛

　

生
用
品
、
ビ
ニ
ー
ル
ご
み
袋
（
防
寒
着

　

や
ト
イ
レ
の
代
わ
り
）
、
包
装
ラ
ッ
プ
、

　

携
帯
用
カ
イ
ロ
、
マ
ス
ク
（
風
邪
や
イ

　

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
）

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
総
務
防
災
係

　
　
　

(２
３
)１
１
１
１

　

10
月
か
ら
地
域
情
報
、
観
光
情
報
、
グ

ル
メ
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
話
題
の
ス
ポ
ッ

ト
な
ど
、
市
の
魅
力
を
お
伝
え
す
る
番
組

を
放
送
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

●
放
送
局　

Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｏ　

Ｂ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ｙ

　
（
エ
フ
エ
ム
栃
木
、
周
波
数
76
・
４
Ｍ
Hz
）

●
番
組
名　
「
お
お
た
わ
ら　

ハ
ー
ト
F
M
」

●
放
送
時
間　

毎
週
月
曜
日　

正
午
〜
午

　

後
０
時
49
分

●
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ　

平
井　

久
美
子

●
リ
ポ
ー
タ
ー　

豊
田　

あ
す
か

■
問
い
合
わ
せ

　

行
政
経
営
課
行
政
改
革
係

　
　
　
（
２
３
）１
３
０
９

冬
場
の
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

冬
場
の
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

市
の
広
報
番
組

「
お
お
た
わ
ら
ハ
ー
ト
Ｆ
Ｍ
」

市
の
広
報
番
組

「
お
お
た
わ
ら
ハ
ー
ト
Ｆ
Ｍ
」

平井久美子（左）、豊田あすか（右）



平成23年11月15日号7

●
日
　
時　

12
月
４
日
(日
)

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

●
場
　
所　

旧
須
賀
川
小
学
校
(須
賀
川
)

●
内
　
容　

須
賀
川
産
新
そ
ば
打
ち
実
演

　

・
販
売
、
棚
が
け
お
米
・
手
作
り
こ
ん

　

に
ゃ
く
の
試
食
ほ
か
各
種
イ
ベ
ン
ト

●
主
　
催　

須
賀
川
ふ
る
さ
と
づ
く
り
協

　

議
会

■
問
い
合
わ
せ

　

須
賀
川
ふ
る
さ
と
づ
く
り
協
議
会

　

会
長　

秋
笹

　
　
　

(５
８
)０
４
３
５

　
●
日
　
時　

11
月
23
日
(水
・
祝
)

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
　
所　

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷
レ
ス

　

ト
ラ
ン
｢扇
亭
｣(南
金
丸
１
５
８
４
‐
６
)

●
内
　
容　

そ
ば
が
き
試
食
、
そ
ば
打
ち

　

実
演

■
問
い
合
わ
せ

　

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷

　
　
　

(２
３
)８
６
４
１

●
日
　
時　

11
月
27
日
(日
)

　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
２
時

●
場
　
所　

味
処
ゆ
づ
か
み
(佐
良
土
２

　

６
８
６　

な
か
が
わ
水
遊
園
内
)

●
内
　
容

・
新
そ
ば
、
そ
ば
が
き
試
食

・
十
割
そ
ば
打
ち
実
演

・
新
そ
ば
食
べ
く
ら
べ
(１
０
０
食
限
定

　

販
売
、
栃
木
・
北
海
道
・
長
野
産
の
そ

　

ば
粉
を
使
用
し
た
手
打
ち
そ
ば
の
３
点

　

盛
り
)

■
問
い
合
わ
せ

　

味
処
ゆ
づ
か
み

　
　
　

(９
８
)６
０
０
１

●
開
催
期
間

　

10
月
30
日
(日
)〜
12
月
31
日
(土
)

　

【応
募
締
切　

平
成
24
年
1
月
13
日
(金
)】

●
参
加
方
法　

ひ
と
り
1
人
前
以
上
の
お

　

食
事
ま
た
は
そ
ば
打
ち
体
験
を
す
る
と

　

ス
タ
ン
プ
が
も
ら
え
、
３
店
舗
以
上
を

　

回
る
と
応
募
可
。
ラ
リ
ー
用
紙
を
最
後

　

に
訪
れ
た
そ
ば
店
に
渡
す
か
、
協
議
会

　

事
務
局
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ラ
リ
ー
用
紙
は
参
加
店
舗
や

　

道
の
駅
な
ど
で
配
布
中
。

●
ラ
リ
ー
対
象
店

【大
田
原
市
】

　

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷 

扇
亭
、
味
処
ゆ

　

づ
か
み
、
く
ろ
ば
ね
ふ
る
さ
と
物
産
セ

　

ン
タ
ー
、
大
田
原
市
ポ
ッ
ポ
農
園

【那
須
塩
原
市
】

　

農
村
レ
ス
ト
ラ
ン 

そ
す
い
庵
、
ア
グ
リ

　

パ
ル
塩
原 

農
村
レ
ス
ト
ラ
ン 

関
の
里
、

　

フ
ァ
ー
ム
高
林
坊

【那
須
町
】道
の
駅 

東
山
道
伊
王
野 

水
車
館

●
賞
品
内
容

・
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
賞

　

お
食
事
券
と
農
産
加
工
品
セ
ッ
ト
(６

　

０
０
０
円
相
当
。
た
だ
し
、
応
募
者
多

　

数
の
場
合
は
５
名
ま
で
)

・
３
店
舗
以
上
回
っ
た
方

　

抽
選
で
20
名
の
方
に
２
０
０
０
円
ま
た

　

は
３
０
０
０
円
の
共
通
利
用
券

■
問
い
合
わ
せ

　

那
須
そ
ば
の
郷
づ
く
り
推
進
協
議
会
事

　

務
局
(那
須
農
業
振
興
事
務
所
企
画
振

　

興
部
内
)

　
　
　

(２
３
)２
１
５
１

　

福
島
第
一
原
発
事
故
に
伴
い
、
広
域
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
大
田
原
の
も
や
せ
る
ご

み
の
焼
却
灰
か
ら
基
準
値
を
超
え
る
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

広
域
行
政
事
務
組
合
で
は
最
終
処
分
場

(黒
羽
グ
リ
ー
ン
オ
ア
シ
ス
)へ
の
焼
却
灰

の
搬
入
を
一
時
停
止
し
て
い
ま
す
。

　

焼
却
灰
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
国
の
基
準
値
は
下
回
っ
て
は

い
る
も
の
の
最
終
処
分
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
大
田
原
な
ど
に

一
時
保
管
を
し
て
い
ま
す
が
、
施
設
の
許

容
量
も
限
界
に
近
づ
い
て
い
る
状
況
で
す
。

　

こ
の
た
め
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
既
に
、

ご
み
の
減
量
化
を
図
り
、
少
し
で
も
焼
却

灰
を
減
量
し
て
い
く
た
め
10
月
20
日
か
ら

震
災
直
後
同
様
、
も
や
せ
る
ご
み
の
収
集

に
つ
い
て
｢週
２
回
か
ら
週
１
回
に
変
更
｣

を
行
う
と
と
も
に
放
射
能
濃
度
の
低
減
の

た
め
の
落
ち
葉
、
雑
草
お
よ
び
剪
定
庭
木

な
ど
(草
、
木
、
枝
、
葉
)の
焼
却
停
止
に

つ
い
て
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
大
変
ご
不
便
を

お
掛
け
し
ま
す
が
、
更
な
る
ご
み
の
減
量

化
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【お
願
い
】

　

各
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
活
ご
み
の

中
に
は
、
分
別
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る

資
源
ご
み
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
お
り
ま

す
。
各
家
庭
に
配
布
し
ま
し
た
『家
庭
ご

み
の
出
し
方
ガ
イ
ド
』を
ご
確
認
い
た
だ

き
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
分
別
徹
底
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
シ
ャ
ン
プ
ー
な
ど
に
つ
い
て
は
、

詰
め
替
え
用
の
使
用
や
、
生
ご
み
の
十
分

な
水
切
り
な
ど
、
『家
庭
内
で
で
き
る
ご

み
を
減
ら
す
工
夫
』に
重
ね
て
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
通
常
収
集
の
再
開
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
、
決
定

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
再
開
日
が

決
ま
り
次
第
、
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
課
生
活
環
境
係

　
　
　

(２
３
)８
７
０
６

も
や
せ
る
ご
み
減
量
化
の
お
願
い

〜
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
が

　
ご
み
減
量
に
つ
な
が
り
ま
す
〜

須
賀
川
新
そ
ば
ま
つ
り

須
賀
川
新
そ
ば
ま
つ
り

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷

レ
ス
ト
ラ
ン「
扇
亭
」新
そ
ば
ま
つ
り

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷

レ
ス
ト
ラ
ン「
扇
亭
」新
そ
ば
ま
つ
り

味
処
ゆ
づ
か
み
収
穫
祭

味
処
ゆ
づ
か
み
収
穫
祭

第
８
回「
那
須
そ
ば
街
道
ま
つ
り
」

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
２
０
１
１
開
催
中
」

第
８
回「
那
須
そ
ば
街
道
ま
つ
り
」

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
２
０
１
１
開
催
中
」

イベント・お知らせ

《も
や
せ
る
ご
み
の
収
集
日
》

○
も
や
せ
る
ご
み
収
集
が
月
・
木
曜
の
地
区

　
　
↓ 

月
曜
日
の
み
収
集
　

○
も
や
せ
る
ご
み
収
集
が
火
・
金
曜
の
地
区

　
　
↓ 

火
曜
日
の
み
収
集
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人  権  相  談

　

栃
木
県
暴
力
追
放
県
民
セ
ン
タ
ー（
以
下

「
暴
追
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。）
で
は
、
暴
追

セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
対
す
る
ご
支
援
と
ご

援
助
を
い
た
だ
く
た
め
に
賛
助
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

●
暴
追
セ
ン
タ
ー
の
活
動
内
容

　

暴
追
セ
ン
タ
ー
は
、
栃
木
県
公
安
委
員

　

会
か
ら
暴
力
団
対
策
法
に
基
づ
く
指
定

　

を
受
け
、
警
察
、
栃
木
県
弁
護
士
会
、
民

　

間
暴
力
団
排
除
組
織
・
団
体
と
連
携
を

　

図
り
、

○
暴
力
団
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
に

　

関
す
る
広
報
啓
発
活
動

○
民
間
組
織
が
行
う
暴
力
追
放
活
動
を
助

　

け
る
活
動　

○
暴
力
団
か
ら
の
不
当
な
行
為
に
関
す
る

　

相
談
活
動

○
少
年
へ
の
暴
力
団
か
ら
の
働
き
か
け
を

　

排
除
す
る
活
動

○
暴
力
団
か
ら
離
脱
し
よ
う
と
す
る
人
を

　

助
け
る
活
動

○
暴
力
団
員
を
相
手
と
し
た
民
事
訴
訟
の

　

支
援
活
動

○
暴
力
団
員
の
不
当
な
行
為
に
よ
る
被
害

　

者
へ
の
支
援
活
動

○
不
当
要
求
防
止
責
任
者
講
習

　

を
主
に
行
っ
て
い
ま
す
。

●
賛
助
会
員

　

暴
追
セ
ン
タ
ー
の「
暴
力
団
を
根
絶
し
、

　

安
全
で
住
み
よ
い
栃
木
県
づ
く
り
に
寄

　

与
す
る
」と
い
う
目
的
に
賛
同
し
、
暴
追

　

セ
ン
タ
ー
の
事
業
を
支
援
す
る
た
め
に

　

入
会
す
る
法
人
・
団
体
お
よ
び
個
人
が

　

対
象
で
す
。 

●
特
典

　

暴
追
セ
ン
タ
ー
会
員
証
、
機
関
紙
、
暴
追

　

ポ
ス
タ
ー
、
暴
追
カ
レ
ン
ダ
ー
、
そ
の
他

　

の
資
料
の
送
付
お
よ
び
暴
力
追
放
の
大

　

会
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
案
内
を
し
ま
す
。

●
会
費（
年
額
）

　

法
人
・
団
体　

一
口　

1
０
０
０
０
円

　

個　
　
　

人　

一
口　
　

５
０
０
０
円

　
（
口
数
に
、制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
）

●
税
法
上
の
優
遇
措
置

　

暴
追
セ
ン
タ
ー
は
、
公
益
法
人
の
認
定

　

を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
法
人
・
個
人

　

と
も
に
、
賛
助
金
に
つ
い
て
は
、
税
法

　

上
の
優
遇
措
置（
非
課
税
）
が
受
け
ら
れ

　

ま
す
。

●
入
会
申
込
み
方
法

　

入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
（
団
体
・
法
人
・

　

個
人
）は
、
左
記
暴
追
セ
ン
タ
ー
事
務
局

　

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

公
益
財
団
法
人

　

栃
木
県
暴
力
追
放
県
民
セ
ン
タ
ー

　

〒
３
２
０

-

０
０
３
３ 

　
　

宇
都
宮
市
本
町
12
‐
11
栃
木
会
館
内

　
　
　

０
２
８（
６
２
７
）２
９
９
５ 

　
　
　

０
２
８（
６
２
７
）２
９
９
６

　
　
　

http://w
w
w
.boutsui-

　
　
　

tochigi.or.jp/ 

行政相談委員が国の行政全般についての相談や意見・
要望を受け付けます。
◆大田原地区
　日時　12 月 26 日（月）　午前 10 時～午後３時
　場所　大田原市福祉センター 
　　　　　　（２３)０２２３
◆湯津上地区
　日時　12 月 5日（月）　午後１時～４時
　場所　佐良土多目的交流センター
　　　　　　（９８)３７１５
◆黒羽地区
　日時　12 月５日（月）　午前９時 30 分～正午
　場所　黒羽・川西地区公民館（黒羽庁舎２階）
　　　　　　（５４)０１８４

■問い合わせ
　秘書課広報広聴係 　（２３)８７００

弁護士が無料で相談に応じます。予約が必要ですので、
総務課文書法規係まで電話でご予約ください。
　日時　12月28日(水）午後１時30分～４時
　場所　大田原市福祉センター
　申込　12月21日(水)～27日(火）
　　　　午前８時30分～午後５時15分(土・日・祝日除く）

市民無料法律相談 ■予約・問い合わせ
　総務課文書法規係 　（２３)８８８９

遺言の公正証書、土地建物・金銭の貸借、離婚給付、
会社設立定款などについて、公証人が無料で相談に応
じます。予約が必要ですので、公証役場まで電話でご
予約ください。
　日時　12月28日(水）午前10時～正午
　場所　大田原市福祉センター
　申込　土・日・祝日除く午前９時～午後５時

■予約・問い合わせ
　大田原公証役場 　（２３)０６６６公正証書(法律)無料相談

相談日は、祝日などにより原則と異なっている場合がありますので、ご確認
のうえご相談ください。

交通事故における損害賠償や示談交渉などについての
相談を専門の相談員が受け付けます。
　日時　毎週水・金曜日 
　　　　午前９時～午後４時
　場所　栃木県庁那須庁舎内那須県民相談室

栃木県交通事故相談 ■問い合わせ
　交通事故相談用電話 　（２３)１５５６

人権擁護委員が名誉・信用の侵害、差別・いじめに関す
る相談を受け付けます。
◆大田原地区
　日時　12 月５日(月）午前９時 30 分～正午
　場所　大田原市福祉センター
　　　　　　（２３)０２２３
◆湯津上地区
　日時　12 月５日(月）午後１時～４時
　場所　佐良土多目的交流センター
　　　　　　（９８)３７１５
◆黒羽地区
　日時　12 月５日(月）午前９時 30 分～正午
　場所　黒羽・川西地区公民館（黒羽庁舎２階）
　　　　　　（５４)０１８４

■問い合わせ
　総務課総務防災係 　（２３)１１１１ ●

12
月
の
相
談
の
窓
口

総合行政相談

自殺予防いのちの電話フリーダイヤル
自殺予防相談（死にたい、死のうと思っている。生き
ている意味など。また、周辺にこのような人がいる時
など。）
　日時　毎月10日  午前８時～11日  午前８時の24時間
　相談番号（フリーダイヤル）※通話料金無料
　　　　　　０１２０（７３８）５５６
■栃木いのちの電話相談（通常）※24時間365日
　　　０２８（６４３）７８３０

栃
木
県
暴
力
追
放
県
民
セ
ン
タ
ー

で
は「
賛
助
会
員
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
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■相談・問い合わせ
　健康政策課成人健康係
　　 （２３）７６０１

　糖尿病が疑われる人は６９０万人、可能性を否定できない人と合わせて１３７０万人(成人の７人に
１人)いるといわれています。また、大田原市でも約９０００人の糖尿病または予備軍の方がいると推
測されます。
 糖尿病の怖さは、その初期症状が大変分かりにくいということです。自分には関係ないと思っている
方もいると思いますが、症状がないからといって油断できないのが糖尿病の恐ろしいところです。
　糖尿病の症状は、どのようなことが現れるのかを早めに知っておくことで、糖尿病を予防し、進行を
防ぐことができます。

①  次の症状は糖尿病の症状だと思いますか？

　これらの症状は見逃されることが多
く、糖尿病の方の３人に１人は、自分が
糖尿病だと気づいていないと言われてい
ます。
 しかし、身体の中では、大血管・細小血
管に影響し、いろいろな症状が出てきま
す。思い当たる点があった人は、それが
｢糖尿病予備軍｣や｢糖尿病｣によるものか
もしれません。自分の血糖値を確認し、
身体の状態を把握することが大切です。

　これらの症状は見逃されることが多
く、糖尿病の方の３人に１人は、自分が
糖尿病だと気づいていないと言われてい
ます。
 しかし、身体の中では、大血管・細小血
管に影響し、いろいろな症状が出てきま
す。思い当たる点があった人は、それが
｢糖尿病予備軍｣や｢糖尿病｣によるものか
もしれません。自分の血糖値を確認し、
身体の状態を把握することが大切です。

・物が見えづらい
・ぼんやり見える
・胃の調子が悪い
・下痢と便秘をくり返す
・冷える、ほてる、
　異常に汗をかく
・疲れてないのに足がつる
・手足のしびれ

・足の感覚の違和感
・手足がむくむ
・尿にたんぱくが出る
・胸痛
・ろれつが回らない、
　めまい
・物忘れ

②  一般的に思う糖尿病の症状は？

　このような症状がある人は糖尿病がかな
り進行している可能性が高いです。身体の
中では、全身の細胞に影響し、合併症も出
てきます。早めに病院を受診しましょう。

　このような症状がある人は糖尿病がかな
り進行している可能性が高いです。身体の
中では、全身の細胞に影響し、合併症も出
てきます。早めに病院を受診しましょう。

慢性的に高血糖が続いた場合、放っておくと・・・

　糖尿病で怖いのは、何といっても血管障害です。自覚症状はありませんが、身体への影響が出てき
ます。眼・神経・腎臓の障害に加えて、大血管の障害で動脈硬化から狭心症・心筋梗塞・脳卒中にな
ります。これらの症状が出ると治療で改善するのが難しくなります。
　自分がどの段階にいるのか確認し、まずは糖尿病にならないように予防、そして糖尿病になってし
まったらできるだけ早く治療し、合併症を予防しましょう。
　多くの人が｢もっと早くから気を付けていれば｣と後悔するのは病気の最終段階に近くなってからです。
　糖尿病は、症状で判断できません！血液検査でしか正式に判断できないので、自己判断せず健診を受
けましょう。そして早期に発見し、生活習慣の改善を行いましょう。

・のどが渇く
・体重が減る
・からだがだるい
・甘いものを欲す

・尿量が多い
・水が飲みたい
・尿に泡がたつ
・尿に糖が出る

　次回は、糖尿病の合併症について詳しくお知らせします★次回は、糖尿病の合併症について詳しくお知らせします

★第３回  糖尿病予防最前線(全６回)★★第３回  糖尿病予防最前線(全６回)★
｢症状がないから大丈夫!!｣と思っていませんか？｢症状がないから大丈夫!!｣と思っていませんか？｢症状がないから大丈夫!!｣と思っていませんか？

HbA1C（%）

空腹時

２時間値
血糖（mg/dl）  

正常領域 正常高値 境界領域 糖尿病領域

身体への影響

~５.１

~９９
~１３９

（－）

５.２~５.４ ５.５~６.０ ６.１~６.９ ７.０~

１２６~
２００~

（±） （＋） （２＋）

１００~１０９ １１０~１２５
１４０~１９９

大血管（心臓・脳血管・下肢動脈）
への影響

細小血管
(眼・神経・腎臓)
への影響

全身の細胞に
影響

尿糖

全身の細胞に
影響

『症状で自己判断したら危険です』『症状で自己判断したら危険です』
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●第６回健康おおたわら塾(全11回)●●第６回健康おおたわら塾(全11回)●

「バランスの良い食事から始める健康生活」「バランスの良い食事から始める健康生活」
■相談・問い合わせ
　健康政策課成人健康係
　　 （２３）７６０１

●バランスの良い食事って？

　　食事ごとに主食・主菜・副菜をそろえて栄養素をバランスよく摂ることが大切です。
　　(例：日本の伝統食｢一汁三菜｣、給食献立)
　　また、おやつは食事で不足した栄養を補うことを意識して食品を選びましょう。
　《注意》そろえる量は適量(自分に見合った適切な量)が重要です。
　　下図のように、主食１品・主菜１品・副菜１品を基本に考えると、栄養バランスが整いやす
　く、毎日の献立を無理なくたてることができます。これは、日本古来の食事の知恵でもあります。

●バランスの良い食事のそえろえ方って？

　　健康をつくる源は食事にあります。つまり、食べ方の善し悪しは健康に直接ひびいてきます。
　健康維持につなげるためには『何をそろえて(組み合わせ)食べる』を知ることが重要なポイント
　になります。残念ながら、｢これだけ食べれば健康になる｣という魔法の食物はありません。
　(テレビで取り上げられたココア、ブロッコリー、寒天・・・ひとつだけを食べて健康を保ち
　不老長寿を手に入れた仙人はいるのでしょうか？　一過性のブームだったのですね！)
　　食事と健康に関心が高まることは大切なことですが、バランス感覚を欠いては成り立ちませ
　ん。バランスの良い食事とは、健康な体づくりのために朝昼夕の三度の食事が基本となり、必
　要な栄養素を過不足なく摂り入れるために、食物を組み合わせて、偏りなく食べることです。
※『健康おおたわら２１』の健康調査アンケートでは20歳代・30歳代の男性と20歳代の女性で朝
　食の欠食率が高い結果となっています。メタボリックシンドロームの観点からも規則正しい食
　生活が重要になります。

〈副菜〉
ビタミン・ミネラ
ル・食物繊維
野菜・海藻
きのこ・芋類
こんにゃく

〈主菜〉
たんぱく質・脂肪

魚介・肉
大豆製品
たまご

〈副々菜〉

〈主食〉
炭水化物
ご飯・麺

〈汁〉

大田原市民の合言葉は

主食・主菜・副菜を

そろえてバランス食

○主食＝体を動かす力の元になります。(主に炭水化物によるエネルギー供給源)
○主菜＝血や筋肉の元になり血管や臓器を丈夫にする働きがあります(主にたんぱく質や脂質
　　　　の供給源)
○副菜＝体調を整えて、活力を維持します。便通を促します。(主にビタミン、ミネラル、食
　　　　物繊維の供給源)
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●バランスの良い食事をチェック！
　　私たちの体は食べた食物が材料になって血液・筋肉・骨などが作られています。
　　つまり、体の中にバランス良く栄養素が取り込まれていたかを確認する方法が市民健康診査に　
　なります。検査値から食べた材料の元｢何を食べ過ぎていたか？」、「何が足りなかったか？」、　
「どんな偏りがあったか？」を知ることができます。健診結果を自分の体の成績表と怖がらずに、
　自分の食生活習慣を映し出す鏡として活用していただけるよう、市民健康診査の受診をお勧めします。
　　『～健康は自分に贈ることのできる最高のプレゼント～』です。ブームや流行に惑わされず、正　
しい知識(バランス良く食べるための食事のそろえ方と適量)を身につけて、健康な食生活習慣を　お
くりましょう。

【賢い食事のそろえ方　チョイワザ！ランキング！！】

　　白い御飯(主食)・赤い鮪のさしみ(主菜)・緑のほうれん草のおひたし(副菜)・黒いヒジキの
　　煮物(副菜)・茶のきのこのみそ汁と、食事の中に色彩が豊富なら各栄養素をバランス良く摂
　　ることができます。また、煮る・焼く・揚げる・ゆでる・・・調理法もいろいろ変えると栄
　　養素の吸収に効果的です。
　　(加熱で壊れるビタミンもありますが、油で加熱することで吸収率が高まるビタミンもあります)

１位  色いろ  賢くそろえる１位  色いろ  賢くそろえる

　　外食であれば、焼魚定食などの和定食が主食・主菜・副菜・汁とバランスが良くそろえてあ
　　ります。洋食ならパン・ハンバーグ・サラダ・スープとそろえてあるセットがおすすめです。
　　しかし、ラーメンライスやうどんとおにぎりのようなそろえ方は主食と主食しかありません
　　のでバランスが偏る選び方になります。弁当であれば、幕の内弁当の方が食材の多様性に富
　　みバランス良くそろえてあります。

２位  外食・弁当を賢く選ぶ２位  外食・弁当を賢く選ぶ

　　一部迷信的な食べ合わせもありますが、科学的な根拠に基づいた食べ合わせがあります。
　　【良い組み合わせ例】
　　　一緒に食べることで効率よく栄養素を吸収したり、マイナス面を排除することがあります。
　　　たとえば、｢とんかつときゃべつ｣はきゃべつの食物繊維がとんかつの油分の吸収を抑制する
　　　作用があります。「さんまと大根おろし」、「豆腐とワカメの味噌汁」、「冷奴に鰹節」など。
　　【悪い組み合わせ例】
　　　｢てんぷらとスイカ｣のように消化不良を起こす可能性の組み合わせもあります。

３位  食べ合わせ  賢く組み合わせる３位  食べ合わせ  賢く組み合わせる

　　味覚発達のためにも食べる順番は｢三角食べ｣が良いと言われています。ごはん→おかず→汁
　　の順番に食べるとバランス良く食べることができるとも言われています。１品だけをひたす
　　ら食べる｢ばっかり食べ｣は栄養バランスを欠くばかりでなく味覚障害の恐れもあります。
　　※乳幼児期から味覚の発達に応じた食生活習慣の基礎づくりが大切になります。

４位  順番に賢く食べる４位  順番に賢く食べる

　　①まず献立を決めましょう。(献立の基本は主食・主菜・副菜をそろえた栄養バランス食！)
　　②冷蔵庫を確認しましょう。(献立に不足している食品をメモして出かけましょう！)
　　③季節の旬の食材・献立に見合った量の食品を選びましょう。(鍋も人数分の大きさで！)

５位  お買いもの  賢く買う５位  お買いもの  賢く買う

アレ！アレ？どうして !?
豚肉を食べても
どうして豚にならないの？

食事に関する相談ごとは
食生活改善推進員へ

体の不思議な仕組みから
食べることの大切さを知りましょう

アレ！アレ？どうして!?
牛は草を食べているのに
どうして牛肉になるの？
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め
に
処
理
し
ま

　

し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
政
策
課
健
康
危
機
対
策
係

　
　
　
（
２
３
）８
９
７
５

●
日
時
・
内
容

●
場
　
所　

黒
羽
保
健
セ
ン
タ
ー

●
対
　
象　

40
歳
代
〜
70
歳
代
の
男
女
。

　

特
に
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予

　

備
群
や
予
防
に
関
心
の
あ
る
市
民
の
方

●
参
加
費　

無
料

●
定
　
員　

15
名

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、筆
記
用
具

●
申
し
込
み

　

11
月
22
日（
火
）ま
で
に
健
康
政
策
課
へ

　

電
話
で
申
し
込
み
。

●
主
　
催

　

大
田
原
市
食
生
活
改
善
推
進
員

　

連
絡
協
議
会

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

健
康
政
策
課
成
人
健
康
係

　
　
　
（
２
３
）７
６
０
１

●
日
　
時

　

12
月
10
日（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

●
場
　
所

　

黒
羽
保
健
セ
ン
タ
ー
調
理
室
（
堀
之
内

　

６
５
６
‐
１　

ピ
ア
ー
ト
ホ
ー
ル
内
）

●
対
象
・
定
員　

年
長
児
〜
小
学
生
の
子

　

ど
も
と
そ
の
親
15
組（
30
人
程
度
）

●
内
　
容　
「
お
や
こ
の
食
育
教
室
」

　

親
子
で
料
理
し
、
作
る
喜
び
と
食
べ
る

　

大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら
い
ま
す
。

  〈
献　

立
〉

・
ト
マ
ト
ラ
イ
ス

・
ヨ
ー
グ
ル
ト
サ
ラ
ダ

・
コ
ン
ソ
メ
ス
ー
プ

・
ク
レ
ー
プ

●
持
ち
物

　

エ
プ
ロ
ン
・
筆
記
用
具
・
米
１
合

●
参
加
費

　

親
子
１
組
５
０
０
円

　
（
１
人
追
加
ご
と
に
２
０
０
円
加
算
）

●
申
込
期
間　

12
月
２
日
（
金
）
ま
で
午
前

　

８
時
30
分
〜
午
後
５
時

●
申
込
方
法　

健
康
政
策
課
成
人
健
康
係

　

ま
で
電
話
で
申
し
込
み
。定
員
に
な
り

　

次
第
締
め
切
り
。

●
主
　
催

　

大
田
原
市
食
生
活
改
善
推
進
員

　

連
絡
協
議
会

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

健
康
政
策
課
成
人
健
康
係

　
　
　
（
２
３
）７
６
０
１

感
染
症
に
つ
い
て 

⑥

フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ

参
加
者
募
集

高
血
圧
予
防
の
た
め
の

講
習
会
開
催

乳児の半数以上が１歳までに、ほぼ１００％が２歳までに感染する呼吸器疾患です。
４～５日の潜伏期を経て、鼻水、せき、発熱などの症状があらわれ、感染者の３割
程度が気管支炎を併発し、多呼吸等の症状がでます。数日～１週間で回復します。

乳幼児から高齢者まで幅広い年齢層に感染する急性胃腸炎です。
主に秋から年末にかけて流行しやすく、１～２日の潜伏期を経て、吐き気、嘔吐、
下痢、発熱などの症状がでます。１～２日で回復します。嘔吐や下痢により脱水症
状を引き起こすので、特に高齢者や乳幼児には注意が必要です。

生後６カ月から２歳の乳幼児に多くみられ、５歳までにほとんどの小児が感染する
急性胃腸炎です。冬の終わりから春にかけて流行し、約２日の潜伏期を経て、激し
い吐き気や下痢（白っぽい色の便）を引き起こし、重症化しやすい感染症です。嘔
吐や下痢により脱水症状を引き起こし、重症化しやすいので注意が必要です。嘔吐
は１～２日、下痢は１週間程度で回復します。

RS
ウイルス

ノロ
ウイルス

ロタ
ウイルス

感染症 症　　　状

・「高血圧を知ろう！」
・生活習慣改善につなげ
　るための運動①
・調理実習

・「食習慣を見直そう！」
・生活習慣改善につなげ
　るための運動②
・調理実習

11 月 30 日（水）
  午前９時 30 分

  午後２時 30 分
〜

12 月９日（金）
  午前９時 30 分

  午後２時 30 分
〜

日　時 内　容
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お知らせ

　休日等急患診療所は、市民の健康
を守るために、那須郡市医師会の開
業医などが交代で、休日等の夜間の
初期救急患者の診療を行っています。
　比較的軽い症状のときは、まず休
日等急患診療所をご利用ください。
　診察をしたうえで詳しい検査や入
院が必要な場合は、速やかに救急指
定病院などと連携して適切な診療を
行います。

　健康政策課健康政策係
　　　 (２３)８７０４
　平日  午前８時30分 ～午後５時15分

名  　称 大田原市
休日等急患診療所

黒磯那須地区
休日等急患診療所

診 療 日
日曜日、火曜日、水曜日
休日
お盆(8／14～8／16)
年末年始(12／29～1／3)

日曜日、月曜日、木曜日
金曜日、土曜日
休日
年末年始(12／29～1／3)

診療時間 ６時30分～ ９時30分 ７時～10時

所 在 地 大田原市若草1-832
(大田原保健センター隣接)

電話番号 ０２８７(２３)６５００

那須塩原市黒磯幸町8-10
(黒磯保健センター内)

０２８７(６３)１１００

午後 午後 午後 午後

案 内 図
大田原小学校

消防署

大田原警察署

室井病院

白河信金

福祉センター

ボウリング場

大田原
女子高校
大田原
女子高校

大田原小学校
消防署

大田原
赤十字病院
大田原
赤十字病院

大田原警察署

大田原
市役所
大田原
市役所

室井病院
大田原
郵便局
大田原
郵便局

白河信金

福祉センター

ボウリング場
黒
　
磯
　
駅

大島内科小児科医院

黒磯
小学校

滝田メディカル
クリニック

黒磯中央町
郵便局

大島内科小児科医院

黒磯
小学校

滝田メディカル
クリニック

黒磯中央町
郵便局

黒磯那須地区
休日等急患診療所

福島整形外科病院福島整形外科病院

大田原市
休日等急患診療所

●大田原市休日等急患診療所診療日
●黒磯那須地区休日等急患診療所診療日
■２診療所同時診療日

12月 の 診 療 日

夜間等診療当番病院夜間等診療当番病院
病院群輪番制病院

(一般)
小児二次救急当番病院

(小児)
大田原赤十字病院

菅間記念病院

那須中央病院

菅間記念病院

那須中央病院

菅間記念病院

国際医療福祉大学病院

大田原赤十字病院

国際医療福祉大学病院

大田原赤十字病院

国際医療福祉大学病院

菅間記念病院

国際医療福祉大学病院

国際医療福祉大学病院

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

【診療時間】　午後５時30分～翌朝午前８時30分　
大田原赤十字病院 住吉町2-7-3
那須中央病院 下石上1453　
菅間記念病院 那須塩原市大黒町2-5　
国際医療福祉大学病院 那須塩原市井口537-3

曜
日

曜
日

◎比較的軽い症状の方は、平日の診療時間内に受
　診するか、休日当番医、休日等急患診療所をご
　利用ください。
◎事前に当番病院に電話をしてから受診してくだ
　さい

0287(23)1122

0287(29)2121

0287(62)0733 　

0287(37)2221

休日の午前９時～午後５時
にかかりたいとき

夜間に比較的軽い症状で
かかりたいとき

夜間・早朝に比較的重い
症状でかかりたいとき

事前に当番医療機関に電話を
してから受診してください。
また、やむを得ず変更になる
場合があります。

【休日当番医診療時間】
　午前９時～午後５時
【休日当番医診療時間】
　午前９時～午後５時

休日等急患診療所休日等急患診療所休日等急患診療所大田原市
黒磯那須地区
大田原市
黒磯那須地区
大田原市
黒磯那須地区

12月の休日当番医12月の休日当番医

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

急な病気やけがで心配なとき、家庭での対処方法などを
経験豊富な看護師がアドバイスします。

●相談時間　毎日  24時間
●電話番号　０７０－６５７１－８５３７

●大田原赤十字病院電話相談●●大田原赤十字病院電話相談●
●相談時間　毎日  午後７時～午後11時
●電話番号　０２８－６００－００９９
　　　　　　局番なし ♯８０００

※携帯電話・プッシュ回線の方　

●とちぎ子ども救急電話相談●●とちぎ子ども救急電話相談●●とちぎ子ども救急電話相談●
電話相談電話相談

■休日当番医・休日等急患診療所・夜
　間等診療当番病院に関する問い合わせ

日
　
４
11
18
25

月
　
５
12
19
26

火
　
６
13
20
27

水
　
７
14
21
28

木
１
８
15
22
29

土
３
10
17
24
31

金
２
９
16
23
30

電 話 番 号所　在　地当　番　医日（曜日）
増山胃腸科クリニック
吉成小児科医院
青柳医院
池永腎内科クリニック
赤羽胃腸科外科肛門科医院
山の手岡くりにっく
橋本内科クリニック
藤田医院

加治屋83-413
新富町2-1-22
中央2-1-2
町島200-8
城山2-5-29
山の手2-21-10
元町1-2-14
下石上1792-2

(２３)６３２１
(２２)２４１２
(２２)２１２２
(２４)７０７０
(２３)１１３１
(２０)２２５１
(２２)２２２０
(２９)００１０

　4日(日)
11日(日)
18日(日)
23日(金)
25日(日)
29日(木)
30日(金)
31日(土)
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厚
生
労
働
省
で
は
、
心
身
の
障
害
・
病

気
な
ど
に
よ
り
生
活
に
支
障
を
感
じ
て
い

る
方(

障
害
者
手
帳
な
ど
の
有
無
は
問
い

ま
せ
ん)

を
対
象
と
し
て
、
障
害
児
・
者

の
福
祉
施
策
を
改
善
す
る
た
め
の
基
礎
資

料
を
得
る
た
め
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

調
査
は
市
内
の
一
部
地
域
が
対
象
と
な

り
、
平
成
23
年
12
月
１
日
時
点
で
行
わ
れ

ま
す
。

　

調
査
員
が
11
月
下
旬
か
ら
12
月
上
旬
に

か
け
て
お
宅
を
訪
問
し
、
調
査
の
趣
旨
の

説
明
、
調
査
の
対
象
と
な
る
か
の
確
認
、

調
査
票
の
配
布
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
記
入
い
た
だ
い
た
調
査
票
は
、
郵
送

に
よ
る
回
収
と
な
り
ま
す
。

　

対
象
地
区
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ま
に
は
、

調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協

力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
福
祉
支
援
係

　
　
　

(

２
３)

８
９
２
１

「
生
活
の
し
づ
ら
さ
に
関
す
る

調
査（
全
国
在
宅
障
害
児
・
者
等

実
態
調
査
）」の
協
力
に
つ
い
て

子育て支援情報子育て支援情報子育て支援情報
＜11月15日(火)～12月15日(木)  ＞

12月の日程12月の日程12月の日程集団健診集団健診集団健診

｢特定健康診査｣または｢後期高齢者健診｣を受
診する方は、｢保険証｣と｢特定健康診査受診券｣
をご持参ください。
申し込んだ日程を変更する方やまだ申し込み
をしていない方は、健康政策課成人健康係ま
でご連絡ください。変更のご連絡がない場合、
ご希望の日に受診できないことがあります。
市の健診は１年に１回の受診です。市民健康診
査および国民健康保険の人間ドック･脳ドックで
受診した項目は、重複して受診できませんので、
ご注意ください。
下記日程で今年度の集団健診は終了します。ま
だ受診していない方はぜひお申し込みください。

■問い合わせ　健康政策課成人健康係　 
 　　　　　　　　　　　　　（２３）７６０１

●受付時間　午前８時～10時

12月４日(日)

12月11日(日)

大田原東地区公民館

大田原東地区公民館
市内全地区

日にち 会　　場 対象地区

○

○

○

○

（平成23年度最終）（平成23年度最終）（平成23年度最終）

■問い合わせ　こども課子育て支援係　 （２３）８９３２

（９８）３８８１

子育てサロン
★開設時間  9:00～12:00

つどいの広場
★開設時間  9:00～14:00

子育て支援センター
★開設時間

木曜日

火･木･金･第２土曜日
★休館日　11/22・24

火曜日子育てサロン かねだ(金田北地区公民館)

子育てサロン のざき(うすばアットホーム)

月･水･金・第４土曜日
★休館日　11/23

つどいの広場 県北体育館
(県北体育館幼児体育室)

つどいの広場 さくやま
(旧さくやま保育園)

赤ちゃんから就園前までのお子さんと保護者
の交流の場です。

親子交流の場の提供や子育ての悩みに関する相
談・適切なアドバイスを行います。
※電話相談も受け付けております。

月・水曜日
★休館日 11/23

子育てサロン かわにし
(川西高齢者ほほえみセンター)

しんとみ子育て支援センター
(しんとみ保育園)

すみよし子育て支援センター
(子育てプラザ館)

ゆづかみ子育て支援センター
(ゆづかみ保育園)
くろばね子育て支援センター
(くろばね保育園)

毎週　月～金曜日（２３）８７２８

（２２）５５７７

（９８）３８８１

（５９）１０７７

開設日

開設日

開設日

開設日

開設日

9:00~12:00
13:00~16:00

★休館日　11/23

ゆづかみ子育て支援センター
(ゆづかみ保育園)

就園前のお子さんと保護者が交流を図りなが
ら育児相談などを行うための場です。

隔月でハローワーク内にあるマザーズコーナ
ーの方が、個別に相談を受け付けます。予約
優先のため事前にお電話ください。

11 月 25 日 ( 金 )

開設日

開設日

子育てママの就職個別相談会
★開設時間 10:00～12:00

ためして運動塾　
■問い合わせ 　健康政策課成人健康係　　　(23)7601

おたっしゃくらぶ
■問い合わせ 　高齢いきがい課介護予防係　　(23)8917

すくすく教室　※要電話予約
■問い合わせ 　こども課母子健康係　　 　　 (23)8634
日　時 場　所

12月16日(金)
9:30～11:30

内　容

大田原保健
センター

講話・集団指導
(親子のスキンシップ)

持ち物

母子健康手帳
(親子健康手帳)

日　時 場　所
12月８日(木)
9:15～11:30

黒羽保健センター

内　容

エアロビクス

日　時 場　所
12月13日(火)
9:30～11:30

大田原保健
センター

内　容

与一いきいき体操
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平
成
23
年
度
10
月
か
ら
の

子
ど
も
手
当
に
つ
い
て

那
須
与
一
伝
承
館
テ
ー
マ
展

「
東
野
鉄
道
展
」

那
須
与
一
伝
承
館

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

塩
谷
看
護
専
門
学
校

看
護
学
生（
一
般
入
試
）募
集

　

平
成
23
年
10
月
分
〜
平
成
24
年
３
月
分

の
子
ど
も
手
当
に
つ
い
て
は
、
今
後
受
給

資
格
が
あ
る
方
全
員
に
新
規
認
定
請
求
手

続
き
を
行
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

先
日
お
送
り
し
た
通
知
で
受
付
期
間
の

ご
案
内
を
し
ま
し
た
が
、
今
後
の
日
程
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
今
後
の
受
付
日
程

・
11
月
16
日(

水)

　

湯
津
上
支
所
１
０
３
・
１
０
４
会
議
室

・
11
月
17
日(

木)

・
18
日(

金)

　

黒
羽
支
所
２
階
第
１
会
議
室

　

(

受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午
、
午

　

後
１
時
〜
４
時)

※

今
後
の
日
程
で
都
合
の
悪
い
方
は
、
市

　

役
所
東
別
館
２
階
こ
ど
も
課
窓
口
で
受

　

け
付
け
ま
す
。
11
月
末
日
ま
で
に
手
続

　

き
を
し
た
場
合
に
は
２
月
の
支
払
日
に

　

支
給
で
き
ま
す
の
で
、
お
早
目
に
手
続

　

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
10
月
分

　

ま
で
支
給
対
象
に
な
る
最
終
受
付
日
は

　

平
成
24
年
３
月
30
日(

金)

に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
出
生
や
転
入
な
ど
、
新
た
に

　

支
給
要
件
に
該
当
し
た
方
は
、
申
請
し

　

た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
支
給
対

　

象
と
な
り
ま
す
。

※

詳
し
く
は
、
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

　

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

　
　
　

(

２
３)

８
９
３
２

　

東
野
鉄
道
は
大
正
７
年(

１
９
１
８)

４

月
17
日
に
西
那
須
野
〜
黒
羽
間
を
、
大
正

13
年(

１
９
２
４)

12
月
６
日
に
黒
羽
〜
那

須
小
川
間(

昭
和
14
年
６
月
に
撤
去)

を
結

ん
だ
鉄
道
路
線
で
、
昭
和
43
年(

１
９
６

８)

12
月
15
日
に
廃
線
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
展
で
は
、
開
業
当
時
使

用
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ボ
ー
ル
ド
ウ

ィ
ン
社
製
の
蒸
気
機
関
車
の
写
真
を
は
じ

め
、
鉄
道
開
業
の
免
許
状
、
仮
事
務
所
日

誌
、
株
券
、
機
関
車
の
設
計
図
面
、
各
駅

の
構
内
略
図
、
停
留
所
案
内
図
、
駅
員
の

帽
子
・
制
服
な
ど
、
東
野
鉄
道
に
関
わ
る

貴
重
な
資
料
か
ら
、
那
須
地
方
に
お
け
る

地
域
の
開
発
、
ま
ち
づ
く
り
を
目
ざ
し
た

先
人
の
夢
を
懐
古
し
ま
す
。

●
期
　
間

　

12
月
15
日(

木)

〜
平
成
24
年
１
月
９
日

　

(

月
・
祝)

、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

(

入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で)

※

休
館
日
：
毎
月
第
２
・
４
月
曜
日(

祝

　

日
の
場
合
は
そ
の
翌
日)

お
よ
び
平
成

　

24
年
１
月
１
日(

日)

〜
１
月
３
日(

火)

●
場
　
所

　

那
須
与
一
伝
承
館
展
示
室

●
展
示
内
容

　

東
野
鉄
道
に
関
す
る
資
料
約
50
点

●
観
覧
料

　

高
校
生
以
上
３
０
０
円
、

　

中
学
生
以
下
無
料

※

団
体
料
金
は
10
名
以
上
２
５
０
円

●
問
い
合
わ
せ

　

那
須
与
一
伝
承
館

　
　
　

(

２
０)

０
２
２
０

　

与
一
伝
承
館
設
備
改
修
工
事
の
た
め
次

の
と
お
り
休
館
し
ま
す
。

●
臨
時
休
館
日

　

12
月
13
日(

火)

・
14
日(

水)

●
対
象
施
設

　

与
一
伝
承
館
扇
の
的
劇
場
・
展
示
室

　
(

竹
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
多
目
的
ホ
ー
ル

　

は
利
用
で
き
ま
す)

■
問
い
合
わ
せ

　

那
須
与
一
伝
承
館

　
　
　

(

２
０)
０
２
２
０

●
募
集
人
員

　

40
名(

高
校
推
薦
・
社
会
人
含
む)

●
受
験
資
格

・
平
成
24
年
３
月
に
高
等
学
校
卒
業
見
込

　

み
の
方

・
高
等
学
校
を
卒
業
し
て
い
る
方
ま
た
は

　

こ
れ
と
同
等
の
資
格
を
有
す
る
方

・
修
業
期
間
中
、
勉
学
に
専
念
で
き
る
方

●
修
業
年
限

　

３
年(

全
日
制)

●
応
募
方
法

　

入
学
願
書
を
希
望
す
る
方
は
、
塩
谷
看

　

護
専
門
学
校
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

●
願
書
受
付
期
間

　

11
月
11
日(

金)

〜
25
日(

金)

●
試
験
日

　

12
月
３
日(

土)

●
試
験
会
場

　

国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
看
護
専
門
学

　

校(

塩
谷
病
院
敷
地
内)

●
試
験
科
目

○
学
力
試
験(

マ
ー
ク
式)

・
必
修
科
目　

国
語
総
合(

古
文
・
漢
文

　

を
除
く)

・
選
択
科
目　

英
語
Ⅰ
、
数
学
Ⅰ
・
数
学

　

Ａ
、
生
物
Ⅰ
か
ら
１
科
目
選
択

○
面
接

■
問
い
合
わ
せ

　

国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
看
護
専
門
学
校

　

事
務
部

　
　
　

０
２
８
７(

４
４)

２
３
２
２

東野鉄道１号機関車
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●
日
　
時

　

12
月
４
日(
日)
午
前
９
時
〜
午
後
４
時   

　

12
月
５
日(

月)
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

●
場
　
所

　

西
那
須
野
公
民
館

　

那
須
塩
原
市
太
夫
塚
１
‐
１
９
４
‐
７
８

　
　
　

(

３
６)

１
４
８
３

●
内
　
容　

那
須
地
区
小
中
学
校
特
別
支

　

援
学
級
児
童
生
徒
作
品

●
入
場
料　

無
料

●
そ
の
他　

見
学
の
際
は
上
履
き
を
ご
持

　

参
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

那
須
塩
原
市
立
東
小
学
校　

人
見

　
　
　

(

３
６)

０
０
６
６

　
　
　

(

３
６)

８
６
７
９

　

(

財)

大
田
原
市
農
業
公
社
で
は
、
平
成

23
年
度
第
２
回
『
与
一
の
郷
ご
こ
ろ
便
』

の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

大
田
原
市
で
生
産
さ
れ
る
新
鮮
な
農
産

物
を
故
郷
の
香
り
と
と
も
に
、
懐
か
し
い

人
や
お
世
話
に
な
っ
た
人
に
贈
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

●
受
付
開
始　

11
月
21
日(

月)

か
ら

●
募
集
個
数 

４
５
０
個(

先
着
順
で
受
け

　

付
け
、
募
集
個
数
に
な
り
次
第
締
め
切

　

り)

●
予
定
農
産
物　

米(

コ
シ
ヒ
カ
リ)

、
三

　

五
八
漬
物
床
、
椎
茸
、
白
美
人
ネ
ギ
、

　

山
芋
、
味
噌
、
ウ
ド
、
春
菊
、
梨(

に

　

っ
こ
り)

、
ニ
ラ
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ジ

　

ャ
ム
、
豆
餅
、
ユ
ズ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、

　

ぎ
ん
な
ん
な
ど
15
品
目

※
農
産
物
が
変
わ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
料
　
金　

１
個
５
０
０
０
円

　

(

消
費
税
・
送
料
込
み)

●
発
送
予
定
日　

12
月
16
日(
金)

●
申
込
方
法　

市
農
業
公
社
、
市
役
所
、

　

各
市
施
設
、
市
内
の
那
須
野
農
業
協
同

　

組
合
各
支
店
の
窓
口
な
ど
に
備
え
て
あ

　

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

　

次
の
方
法
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　

い
。

【
現
金
払
い
】
申
込
書
と
と
も
に
大
田
原

　

市
農
業
公
社
へ
直
接
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
振
込
払
い
】
申
込
書
を
郵
送
ま
た
は
Ｆ

　

Ａ
Ｘ
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
代
金
は

　

指
定
口
座
に
振
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

(

財)

大
田
原
市
農
業
公
社

　
　

大
田
原
市
湯
津
上
５
‐
１
０
８
１

　
　

(

湯
津
上
庁
舎
内)

　
　
　

(

９
８)

３
７
６
８

　
　
　

(

９
８)

３
７
６
９

●
内
　
容

○
は
り
は
り
漬
け
、お
か
ら
作
り

・
日
時　

平
成
24
年
１
月
15
日（
日
）

　

午
後
１
時
〜

・
場
所　

湯
津
上
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

・
募
集
人
数　

20
名

・
参
加
費　

５
０
０
円

○
味
噌
作
り

・
日
時　

平
成
24
年
２
月
12
日（
日
）

　

午
後
１
時
〜

・
場
所　

大
田
原
市
片
府
田

・
募
集
人
数　

20
名

・
参
加
費　

１
５
０
０
円

※
詳
細
は
、後
日
参
加
者
に
連
絡
。

●
受
付
期
間　

12
月
１
日（
木
）午
前
８
時

　

30
分
か
ら（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

●
申
込
方
法　

大
田
原
市
農
業
公
社
ま
で
、

　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
。

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
む
際
は
、住
所
・
氏
名
・

　

電
話
番
号
・
生
年
月
日
・
希
望
す
る
内

　

容
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

(

財)

大
田
原
市
農
業
公
社

　
　
　

(

９
８)
３
７
６
８

　
　
　

(

９
８)

３
７
６
９

　　

労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
「
労

働
保
険(

労
災
保
険
・
雇
用
保
険)

」
の
加

入
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
事
業
主
の
方

は
、
労
働
基
準
監
督
署
ま
た
は
公
共
職
業

安
定
所
で
加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
労
働
基
準
監
督
署

　
　
　

(

２
２)

２
２
７
９

　

大
田
原
公
共
職
業
安
定
所

　
　
　

(

２
２)

２
２
６
８

●
募
集
学
科

　

広
告
美
術
科　

10
名

　

フ
ラ
ワ
ー
装
飾
科　

20
名

●
特
　
典　

訓
練
修
了
後
の
技
能
照
査
に

　

合
格
し
ま
す
と
「
技
能
士
補
」
と
な
り

　

ま
す
。
ま
た
、
国
家
試
験
の
２
級
技
能

　

士
検
定
を
受
験
の
時
、
学
科
試
験
が
免

　

除
さ
れ
ま
す
。

●
募
集
期
間

　

平
成
24
年
３
月
10
日(

土)

ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

宇
都
宮
共
同
高
等
産
業
技
術
学
校

　

(

毎
週
火
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で)

　
　
　

０
２
８(

６
２
２)

１
２
７
１

　
　
　

 http://business4.plala.or.

　
　
　

jp/usangiko/

『
与
一
の
郷
ご
こ
ろ
便
』

申
込
受
付

11
月
は「
労
働
保
険
適
用
促
進

月
間
」で
す

平
成
24
年
度
宇
都
宮
共
同
高

等
産
業
技
術
学
校

（
職
業
訓
練
校
）入
校
生
募
集

第
39
回
栃
木
県
那
須
地
区

特
別
支
援
学
級
児
童
生
徒

作
品
展
覧
会

（
財
）大
田
原
市
農
業
公
社

農
業
体
験
参
加
者
募
集

与一の郷ごころ便イメージ

･ 一
人
で
も
雇
っ
た
ら
、
入
ろ
う
。
労
働
保
険



お知らせ

平成23年11月15日号17

　

市
で
は
、
栃
木
県
の
協
力
を
得
て
、
個
人

市
県
民
税
の
「
特
別
徴
収
」
の
徹
底
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　
「
特
別
徴
収
」
と
は
、
給
与
所
得
者
の
個

人
市
県
民
税
に
つ
い
て
、
給
与
支
払
者（
事

業
者
）
が
毎
月
給
与
の
支
払
を
す
る
際
に

税
額
を
徴
収
し
て
、
一
括
し
て
市
町
村
に

納
入
す
る
制
度
で
す
。

　

従
業
員
の
所
得
税
は
毎
月
の
給
与
か
ら

源
泉
徴
収
を
し
て
い
て
も
、
個
人
市
県
民

税
は
徴
収
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

　

こ
の
よ
う
な
給
与
支
払
者
（
事
業
者
）
の

方
は
、
原
則
と
し
て
個
人
市
県
民
税
の
特

別
徴
収
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。手
続
き
に
つ
い
て
は
、
税
務
課
市
民
税

係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
特
別
徴
収
の
制
度
は
、
地
方
税
法

に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。個
人
市
県
民
税
の

特
別
徴
収
の
流
れ
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課
市
民
税
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
２
５

事
業
主
の
皆
様
へ

給
与
所
得
者
の
市
県
民
税
は

「
特
別
徴
収
」で

①給与支払報告書の提出
（1月31日まで）

②税額の計算

③特別徴収税額の通知
（5月31日まで）
⑥税額の納入
（翌月10日まで）

⑤給与の支払いの際に税額を徴収
（6月から翌年5月までの毎月の給与支払日）

例：従業員Ａ　年税額120,000円　
　　　　　　  6月～5月徴収分
　　　　　　  毎月10,000円

　  従業員Ｂ　年税額100,000円　
　　　　　　  6月徴収分　8,700円
　　　　　　  7月～5月徴収分
　　　　　　  毎月8,300円

※100円未満の割り切れない額は6月分
　で徴收いたします。

【特別徴収の流れ】

給与支払者
（特別徴収義務者） 市町村

給与所得者
（納税者）

④個人用
の税額通
知の配布

国民年金からのお知らせ国民年金からのお知らせ国民年金からのお知らせ

　国民年金の加入期間中(または老齢基礎年金を受
給していない60歳以上65歳未満で国内在住中)の方
で、障害認定日(初診日から１年６か月を経過した
日またはその期間内に症状が固定した日)に、障害
等級の１級または２級に該当した場合は、障害基礎
年金を受けることができます。
　ただし、被保険者期間のうち３分の２以上の保険
料を納めているかなど、一定の要件が必要です。
　なお、20歳前の病気やけがによって障害状態に
なった方は、障害等級１級または２級に該当すれば、
20歳(または障害認定日)から受給できます。ただ
し、この場合本人に一定額以上の所得や他年金の受
給がある場合、支給が制限されます。

Ｑ１　障害基礎年金に該当する障害の程度とその状
　　　態とは？
Ａ１　他人の介助を受けなければほとんど日常生活
　　　をすることができないような程度か、もしく
　　　は、必ずしも他人の助けを借りる必要はない
　　　が、日常生活は極めて困難で労働により収入
　　　を得ることができない程度になっている場合
　　　です。
Ｑ２　いつの時点で障害年金に該当するのですか？
Ａ２　障害の原因となった傷病について初めて医師
　　　の診療を受けた時から、１年６か月を経過し
　　　た日（その間に症状が固定した場合はその日）
　　　に障害の状態にあるか、または 65 歳に達す
　　　るまでの間（老齢基礎年金を受給していない
　　　こと）に障害の状態となったときが、障害認
　　　定日となります。
Ｑ３　障害基礎年金の額は？
Ａ３　障害等級表の
　　　2級に該当する方　７８８，９００円
　　   １級に該当する方　９８６，１００円
　　　(１級は２級の１.25 倍です )

ご存知ですか？障害基礎年金ご存知ですか？障害基礎年金 障害基礎年金　Ｑ＆Ａ障害基礎年金　Ｑ＆Ａ

■問い合わせ
　大田原年金事務所
　　　（２２）６３１４
　市国保年金課国民年金係
　　　（２３）８９２８
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平
成
23
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、
公
的
年

金
な
ど
の
収
入
金
額
の
合
計
額
が
４
０
０

万
円
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
公
的
年
金
な

ど
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20

万
円
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、
所
得
税
に

つ
い
て
確
定
申
告
書
の
提
出
は
不
要
と
な

り
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
れ
に
該
当
す
る
方
で
あ
っ
て

も
次
の
点
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
例
え
ば
、
医
療
費
控
除
な
ど
に
よ
る
、

　

所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
確
定

　

申
告
書
に
つ
い
て
は
提
出
す
る
こ
と
が

　

で
き
ま
す
。

○
例
え
ば
、
上
場
株
式
な
ど
に
係
る
譲
渡

　

損
失
の
繰
越
控
除
な
ど
、
確
定
申
告
書

　

の
提
出
が
控
除
適
用
の
要
件
に
な
っ
て

　

い
る
控
除
を
受
け
る
場
合
に
は
、
確
定

　

申
告
書
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

○
住
民
税
の
申
告
は
必
要
で
す
。

※

詳
し
く
は
、
大
田
原
税
務
署
ま
で
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
税
務
署

　
　
　

(

２
２)

３
１
１
５

　

市
で
は
、
市
税
の
滞
納
処
分
と
し
て
差
押

え
た
不
動
産
を
競
争
入
札
で
公
売(

売
却
）し

◎
落
札
し
た
不
動
産
に
つ
い
て
、
現
地
引
渡

　

し
は
大
田
原
市
で
は
行
い
ま
せ
ん
の
で

　

ご
了
承
願
い
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

収
納
対
策
課
徴
収
対
策
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
３

不
動
産
公
売
の
お
知
ら
せ

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

公
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所
得
を
有
す
る

方
の
所
得
税
の
確
定
申
告
不
要
制
度
の
創

設
に
つ
い
て

売却
区分公告番号 所　　在 地　番／

家屋番号
地目/
種類

地積/
床面積

上段:見積価額
下段:公売保証金

末広1丁目

末広1丁目

末広1丁目

末広1丁目

末広1丁目3703番地

乙連沢字八幡前

桧木沢字上ノ台

桧木沢字上ノ台

桧木沢字上ノ台

乙連沢字上ノ山

宇田川字下ノ宮

宇田川字下ノ宮

宇田川字狐塚

3702番1

3703番1

3703番2

3703番3

乙1386番

1425番

444番

484番

485番

576番2

748番

752番1

925番1

宅地

宅地

宅地

宅地

居宅

田

田

田

田

田

田

田

田

191.17㎡

319.68㎡

198.94㎡

352.22㎡

38.84㎡

2,206㎡

1,780㎡

2,487㎡

2,881㎡

2,453㎡

1,674㎡

1,236㎡

3,607㎡

公告
第141号

１

１

２

３ 2,669,000円
270,000円

834,000円
90,000円

1,201,000円
130,000円

1,484,000円
150,000円

1,323,000円
140,000円１

１

２ 1,847,000円
190,000円

11,529,000円
1,160,000円

公告
第143号

公告
第144号

公告
第145号

公告
第142号

《 公 売 財 産 の 概 要 》 ※全物件とも共有地・共有持分なし

一括
公売

備考 公売日

１

3

1,128,000円
120,000円

2,195,000円
220,000円

ま
す
。

●
公
売
財
産
の
概
要　

下
表
の
と
お
り　

●
公
売
日
時

　

公
告
番
号
ご
と
に
公
売
日
が
異
な
り
ま

　

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
公
告
第
141
号

　

12
月
12
日（
月
）　

午
前
10
時

②
公
告
第
142
号
・
公
告
第
143
号
・
公
告
第

　

144
号
・
公
告
第
145
号

　

平
成
24
年
１
月
17
日（
火
）　

午
前
10
時

●
公
売
会
場

　

市
総
合
文
化
会
館　

第
一
会
議
室

●
公
売
の
参
加
条
件
お
よ
び
注
意
な
ど　

◎
入
札
に
際
し
公
売
保
証
金
、
印
鑑
、
運

　

転
免
許
証
な
ど
、
本
人
確
認
が
で
き
る

　

も
の
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
代
理
で
参

　

加
す
る
場
合
に
は
、
委
任
状
が
必
要
と

　

な
り
ま
す
。

◎
農
地
に
つ
い
て
は
、
大
田
原
市
農
業
委

　

員
会
発
行
の
買
受
適
格
証
明
書
が
必
要

　

と
な
り
ま
す
。

◎
不
動
産
の
概
要
は
、
登
記
簿
上
の
表
示

　

で
あ
り
、
入
札
前
に
あ
ら
か
じ
め
公
売

　

財
産
の
現
況
を
確
認
し
、
関
係
公
簿
な

　

ど
を
閲
覧
し
た
上
で
、
入
札
し
て
く
だ

　

さ
い
。

◎
期
日
ま
で
に
滞
納
者
が
滞
納
金
額
を
完

　

納
し
公
売
を
中
止
す
る
物
件
が
発
生
す

　

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
随
時
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
入
札
前
に
公
売
の
説
明
を
行
い
ま
す
の

　

で
、
公
売(

入
札)

開
始
時
刻
の
20
分
前

　

ま
で
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◎
公
売
不
動
産
の
境
界
確
認
が
必
要
な
場

　

合
は
、買
受
人
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

12
月
12
日（
月
）

平
成
24
年
１
月
17
日（
火
）



天文館・図書館
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■問い合わせ
　ふれあいの丘天文館　　(２８)３２５４

★今年一番の天文現象
　今年は、月食が３回ある珍しい年です。１月１日に部分月
　食、６月１６日の朝方に皆既月食があり、１２月１０日（土）
　の２３時ころ皆既月食が起こります。１月と６月は条件が
　悪く観望会を行ないませんでしたが１２月は少し時間が遅
　くなりますが条件が良く観望会を行ないます。
★皆既月食観望会
●日　時（深夜の観望が無理な方は事前説明会へ）
　１２月１０日（土）
　事前説明会　午後６時～７時３０分
　皆既月食観望会　午後９時～１１時３０分
●募集人数
　事前説明会　４０名（定員になり次第締め切りになります。）
　皆既月食観望会　１５０名
●参加費
　入館料として大人３００円、小中学生１００円
　皆既月食観望会は、別途、豚汁代１００円がかかります。
●対象者（事前説明会、皆既月食観望会とも）

　一般（中学生までは保護者同伴）
●予約受付日時
　１１月２２日（火）～（午前９時～午後９時の間）
●申込方法
　天文館まで、直接または電話で申し込み。
※駐車場は、ふれあいの丘共用駐車場をご利用ください。
※双眼鏡をお持ちの方はご持参ください
【月食の仕組み】
　皆既月食とは太陽、地球、月が直線に並ぶ時に起きる
　現象です。月は太陽の光が当たって光っていますが、

地球の影に入ると太陽の光が月に
届かず、月が見えなくなります。
月に一度、直線に並ぶことはあり
ますが、少しズレていて一直線に
はなりません。月が完全に隠れる
のを皆既月食、一部分隠れるのを
部分月食と言います。

※１２月１日号では皆既月食の見える時間帯、観望方法
　をお知らせします。

ふれあいの丘
　天文館だより
ふれあいの丘
　天文館だより 
ふれあいの丘
　天文館だより

★黒羽図書館

●日　時　12月４日(日)、12月11日(日)
　　　　　12月18日(日)
　　　　　午後２時～３時
●会　場　大田原図書館１階　児童クラブ室
●出　演　ピノキオおはなし会のみなさん
●内　容　絵本の読み聞かせ･紙しばい･工作 など

ピノキオおはなし会

●日　時　12月10日(土)
　　　　　午後２時～３時
●会　場　大田原図書館１階　児童クラブ室
●出　演　ガールスカウトのみなさん
●内　容　ブックトーク･紙芝居･工作 など

子どものつどい

第7回としょかんおはなしフェスティバル

(59)0855

17,257人(639人)
4,482人(166人)

7,190人(266人)
1,717人(  64人) 7,059冊

5,903点
1,632点
78点

入 館 者(1日平均) 個人貸出利用者数
(1日平均)

36,217冊
本 CD･ビデオ

貸 出 点 数種 別
施設区分
大田原
黒　羽

1,241人(  46人) 136人(    5人) 369冊湯津上

10
月
の
統
計

★大田原図書館
★湯津上庁舎図書室

12月の図書館カレンダー12月の図書館カレンダー

開館  平　日  9:30～18:30
時間  土日祝  9:30～17:30

開館  平　日  9:30～18:30
時間  土日祝  9:30～17:30(23)4560

休館日休館日

開館  平　日  9:00～17:00
時間  土日祝  9:00～17:00(98)7037

●日　時　12月11日(日)
　　　　　午前11時～正午
●会　場　黒羽図書館２階　視聴覚室
●出　演　おはなし会コアラのみなさん
●内　容　絵本の読み聞かせ･紙しばい･人形劇･
　　　　　ブラックパネルシアターなど

●日　時　11月27日(日)午前10時～午後３時30分
・ガールスカウト　午前10時～11時
・とんぼの会　　　午前11時～12時
・ピノキオ　　　　午後１時30分～３時30分
●場　所　大田原図書館１階　児童クラブ室
●内　容　絵本･紙しばい･エプロンシアター･
　クラフト･手あそび･ゲームなど

コアラクリスマス会

水
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木
１
８
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土
３
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月
　
５
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金
２
９
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日
　
４
11
18
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火
　
６
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20
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水
　
７
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木
１
８
15
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土
３
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月
　
５
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金
２
９
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日
　
４
11
18
25

火
　
６
13
20
27

＊図書館のホームページ上で、蔵書の予約ができます。
　事前に図書館カウンターでパスワードの登録申請をしてください。
http://www.city.ohtawara.tochigi.jp/9,421,36,148.html

○年末年始休暇のお知らせ　平成 23 年 12 月 30 日（金）～平成 24 年１月３日（火）まで、全館休館となります。
○休館中の返却資料につきましては、返却ポストをご利用ください。
○大田原・湯津上図書館臨時休館のお知らせ　館内蔵書点検のため 12 月 13 日（火）～ 15 日（木）まで臨時休館いたします。
 ご不便をおかけしますが、ご協力をお願いします。なお、黒羽図書館は通常どおり開館します。



伝承館・彫刻周遊
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　ふれあいの丘芝生広場の北側にある大工房と
シャトー・エスポワールとをつなぐ上り坂の中腹あ
たりにこの彫刻は立っています。

　釣鐘を逆さに
したようなこの作
品には、表面にい
くつもの突起が
あり、下の方には
東西に向けて貫
通した四角い穴
があります。南米
ペルーのチチカ
カ湖付近にある
墓の遺跡を模し
て造ったといいま
す。突起部分は石
の移動などの際
に必要なもので、
墓として完成すれ
ば切り取られるも

の。四角い穴は、東に向けること
で太陽のエネルギーを取り込み、
再生を願うためのものだそうで
す。突起が残されたのは「墓として
は未完成－まだ実用ではない－」
という意味が込められています。
　Eternal Cradle（エターナル　ク
レイドル）とは「永遠のゆりかご」
という意味。この作品を昇る太陽や沈む太陽ととも
に眺めて、毎日生まれ変わるような気分、再生の感
覚を味わってほしいと作者は願っています。
　作者は、1972年神奈川県生まれの柴山京子さ

ん。東京造形大学彫刻
研究室を修了し、1998
年に国画会展新人賞を
受賞。韓国やペルーの
国際彫刻シンポジウム
に参加後、本市のシン
ポジウムに参加。その
後も個展や国展への出
品など精力的に活動中
です。国画会会員。

彫  刻
周  遊

このコーナーは、「那須野が
原国際彫刻シンポジウム」で
公開制作、設置された作品と
その作者を連載で紹介します。

市内で作られた作品とその作者

21

■問い合わせ
　文化振興課文化振興係　　(２３)８７１８

設置場所案内図（★印）

★

シャトー
エスポワール
シャトー・
エスポワール

芝生広場
芝生
広場

ふれあいの丘

駐
車
場

多目的広場

柴山　京子 1999年
　しばやま　　きょう  こ

Eternal Cradle  －再生－

柴山  京子  さん

那
須
与
一
伝
承
館
通
信 〈
第
10
回
〉

那
須
与
一
伝
承
館
通
信 〈
第
10
回
〉

柴山  京子  さん

　

今
回
は
那
須
与
一
伝
承
館
が
収
蔵
す

る
資
料
の
中
か
ら
、
丸
ニ
一
文
字
旗
を

紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
旗
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
詳
し

く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
お
そ
ら
く
江
戸

時
代
に
那
須
家
が
用
い
た
軍
旗
の
一
つ

で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
ま
す
。
旗
の
寸

法
は
縦
２
５
９
・
７
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

横
81
・
２
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
白
絹

を
用
い
た
幟
で
す
。

　

幟
は
細
長
い
布
の
端
に
つ
け
た
輪
に

竿
を
通
し
て
、
立
て
て
標
識
と
す
る
も

の
で
、
軍
陣
・
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旗
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真
ん
中
に
は
、「
丸
ニ
一
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字
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と
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紋
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る
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
那
須
家
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家
紋
で
、
一
は
「
か
つ
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と
読
む
こ
と
か
ら
、
戦
い
に
「
勝
つ
」と

い
う
意
味
を
込
め
て
採
用
し
た
も
の
と

推
測
さ
れ
ま
す
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ま
た
那
須
家
で
は
、
菊
花
紋
を
組
み

合
わ
せ
た
「
一
菊
ノ
紋
」と
い
う
紋
も
併

用
し
て
い
ま
し
た
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那
須
与
一
伝
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館
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は
、
こ
の
旗
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展
示
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
本
物
の
幟

の
大
き
さ
、
迫
力
を
体
感
し
て
く
だ
さ

い
。
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丸ニ一文字旗（那須家所蔵）丸ニ一文字旗（那須家所蔵）

《参考》 一菊ノ紋

　（『萬世武鑑』より）

《参考》 一菊ノ紋

　（『萬世武鑑』より）
ばんせい  ぶ  かんばんせい  ぶ  かん

《参考》 丸ニ一文字《参考》 丸ニ一文字



ハーモニーホール
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友の会優先電話予約  　　12月８日(木) 午前９時～
※電話予約のみ受け付けます｡窓口での予約は行いません｡
チケット発売日　　　　  12月10日(土) 午前９時～
一般電話予約　　　　　  12月12日(月) 午前９時～

《公演チケット発売情報》

●谷村新司トーク＆ライブキャラバン
　kokoro ♥ school “ココロの学校”
　～音楽で始まり、歌で始まる～

●谷村新司トーク＆ライブキャラバン
　kokoro ♥ school “ココロの学校”
　～音楽で始まり、歌で始まる～

●那須野が原ハーモニーホール合唱団
　第６回定期演奏会

●那須フィルハーモニー管弦楽団定期演奏会

●那須野が原ハーモニーホール合唱団
　第６回定期演奏会

日時・会場

平成24年
３月９日(金)

Ａ席  5,500円(友の会5,000円)
Ｂ席  4,500円(友の会4,100円)

チ ケ ッ ト  全 席 指 定

午後６時30分開演
大ホール

日時・会場 平成24年３月４日(日)

200円(小・中学生無料)チ ケ ッ ト
全 席 自 由

午後２時開演／大ホール

♪｢ココロの学校｣は、谷村さんが｢ココロの校長｣となって、学
　びたい人のもとへと出かけていく移動学校です。｢音で始ま
　り、歌で始まる｣をテーマに、音を肌で感じるライブと、心に
　響く温かいトークを繰り広げます。

日時・会場 平成24年３月11日(日)

チ ケ ッ ト
全 席 自 由

午後２時開演／大ホール

●那須フィルハーモニー管弦楽団
　第13回定期演奏会
●那須フィルハーモニー管弦楽団
　第13回定期演奏会

1,000円(小・中学生無料)

【指揮】  片岡真理　【管弦楽】  モーツァルト合奏団
●予定曲目　モーツァルト：レクイエム ニ短調 K. 626

那須野が原ハーモニーホール文化団体育成事業

【指揮】  大井剛史　【コントラバス】  岡本　潤
●予定曲目　ハチャトゥリアン  ：組曲｢仮面舞踏会｣
　　　　　　 クーセヴィツキー：コントラバス協奏曲
　　　　　　 チャイコフスキー：交響曲第6番「悲愴」

チケット好評発売中!チケット好評発売中!

♪サックス奏者マルタによるコンサート。ジャズ、フュージ
　ョン、ポップスなどを中心に年齢に関係なく楽しめる催し
　物。特別ゲストに森口博子を迎え、会場を盛り上げます。

日時・会場 11月27日(日)

大人  4,500円(友の会  4,100円)
学生  2,500円

チ ケ ッ ト
全 席 指 定

午後３時開演／大ホール

※入場は就学児以上とさせていただきます。

●Ｘ’mas・コンサートシリーズ⑤
　白鷗大学ハンドベル・クワイア・
　クリスマスコンサート

●Ｘ’mas・コンサートシリーズ⑤
　白鷗大学ハンドベル・クワイア・
　クリスマスコンサート

日時・会場 12月23日(金・祝)

高校生以上  1,200円(友の会1,100円)
子ども(３歳～中学生)  500円

チ ケ ッ ト
全 席 自 由

午後６時30分開演／大ホール

♪全国でもトップレベルの白鷗大学ハンドベル部。美しいベル
　の音が心を癒すかのように響くステージをお楽しみください。

●予定曲目
　ありがとう、ジュピター、クリスマスにちなんだ曲 ほか
【指揮】  荒井弘高（白鷗大学教授）　　

※入場は３歳以上とさせていただきます。

第18回ハーモニーホール・フェスティバル
（地域文化振興事業）

●写真展
　平成24年２月４日(土)～７日(火)
　午前10時～午後４時（最終日は午後３時まで）
　第１・２ギャラリー/入場無料
●美術展
　平成24年２月11日(土)～14日(火)
　午前10時～午後４時（最終日は午後３時まで）
　第１・２ギャラリー・交流ホール/入場無料
<12月17日（土）チケット発売> 
●吟詠剣詩舞のつどい　
　平成24年２月12日（日）/午後２時開演/小ホール
　自由席　200円
●舞踊のつどい　
　平成24年２月18日（土）/午後２時開演/小ホール
　自由席　200円

●Ｘ’mas・コンサートシリーズ①
　ＭＡＬＴＡスペシャル・ライブ
●Ｘ’mas・コンサートシリーズ①
　ＭＡＬＴＡスペシャル・ライブ

※入場は就学児以上とさせていただきます。

※入場は就学児以上とさせていただきます。
谷村新司

※入場は就学児以上とさせていただきます。

森口博子ＭＡＬＴＡ

那須野が原ハーモニーホール合唱団

森口博子ＭＡＬＴＡ



『広報おおたわら』に掲載の写真をご希望の方は秘書課広報広聴係
　   （２３）８７００までご連絡ください。

10月７日  学校支援図書貸出開始セレモニー(出発式)
（湯津上庁舎）

市内の小中学生の図書に触れる機会を増やし、読書
に関する興味関心の増大、学力向上を目的として学
校支援図書貸出事業が開始されました。大田原市立
図書館で選定した学校支援図書｢かがやき文庫｣が市
内小中学校に配送で貸し出されました。

10月７日 ふれあいの丘｢月見茶会｣
（ふれあいの丘  シャトー・エスポワール）　

月を愛でながら、気軽に抹茶を楽しんでいた
だこうと｢月見茶会｣が開かれました。すすき
や栗などが飾られた会場では、藪内社中の皆
さんのお手前によるお茶と茶菓子が振る舞わ
れ、参加された皆さんは秋の夜長の優雅なひ
とときを楽しんでいました。

10月18日 男性のための料理教室
（黒羽保健センター）

糖尿病をはじめとした生活習慣病の予防を目
指した男性対象の料理教室が開催されました。
参加した50代～80代の男性20名は、食生活
改善推進員の方たちに指導を受けながら、慣
れない手つきながらも丁寧に料理をしていま
した。参加者からは、｢次回も参加したい｣と
大変好評でした。

10月16日 第14回大田原市福祉ふれあいまつり
（市総合文化会館ホール）　

福祉施設や福祉団体の利用者・関係者がダン
スや楽器演奏や合唱などを披露しました。そ
の他、作品展示やバザー、模擬店などもあり
障害者と健常者が共に支え合い楽しめるイベ
ントになりました。

10月23日 道の駅収穫祭
（道の駅那須与一の郷）

農産物直売所会員が中心となり、地元産の新
鮮な野菜がたっぷり入った｢いも煮｣の無料配
布やふかしいも、つきたてもちなどの販売を
行いました。多くの家族連れが訪れ、収穫の
秋、食欲の秋を堪能しました。
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